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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オンラインソーシャルネットワークのソーシャルネットワーキングシステムに関連付け
られている１以上のプロセッサが、
　ユーザのクライアントデバイスから前記ユーザが前記ユーザのクライアントデバイスの
サーチツールにアクセスしていることを示す標識を受信する工程であって、前記標識は前
記ユーザがサーチクエリまたは前記サーチクエリの一部を前記サーチツールに入力する前
に受信され、前記ユーザは前記オンラインソーシャルネットワークの会員である、受信工
程と、
　前記ユーザがサーチツールにアクセスしていることを示す前記標識の受信に応答して、
前記ソーシャルネットワーキングシステムによって記憶されている前記ユーザに関する既
知の情報に基づき１組のサーチ結果を前記ユーザに提示するために編集する工程であって
、前記サーチ結果は、前記ユーザがサーチクエリまたは前記サーチクエリの一部をサーチ
ツールに入力する前に編集され、各サーチ結果は、前記サーチ結果に適用可能な１以上の
コールトゥアクション要素に関連付けられており、各コールトゥアクション要素は、前記
ソーシャルネットワーキングシステムを通じて前記サーチ結果に関連する特定の機能また
はプロセスを開始する、前記ユーザによるアクションを促す、ユーザインタフェース要素
である、編集工程、と、
　前記ユーザに提示するための前記コールトゥアクション要素による前記１組のサーチ結
果を前記ユーザのクライアントデバイスに送信する工程であって、前記コールトゥアクシ
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ョン要素は、対応するサーチ結果の近傍において前記ユーザに提示される、送信工程と、
を含む方法。
【請求項２】
　前記ユーザに関する既知の情報は前記ユーザの人口統計データ、ソーシャルコネクショ
ン、関心、趣味、過去のアクション、挙動パターン、およびカレンダー入力を含む、請求
項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記１組のサーチ結果は、前記ユーザが前記サーチツールにアクセスした時間にさらに
基づき編集される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記１組のサーチ結果は、前記ユーザが前記サーチツールにアクセスした位置にさらに
基づき編集される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ユーザに関する既知の情報に基づき前記１組のサーチ結果をランク付けする工程を
さらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記１組のサーチ結果のうちの１以上のサーチ結果の各々に対して、
　前記ユーザに関する既知の情報に基づき前記１組のサーチ結果のうちの各サーチ結果に
対して前記１以上の適用可能なコールトゥアクション要素を識別する工程と、
　前記コールトゥアクション要素の前記サーチ結果に対する好適度に基づいて、かつ、前
記オンラインソーシャルネットワークにおける前記ユーザと前記サーチ結果に関連付けら
れた別のユーザとの間の少なくとも１つの関係にさらに基づいて、前記コールトゥアクシ
ョン要素をランク付けする工程と、
　適用可能な前記サーチ結果とともに、ランク付けされた前記１以上のコールトゥアクシ
ョン要素を提示する工程とをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ユーザによって前記サーチツールに提出されたサーチクエリを受信する工程と、
　前記サーチクエリに応答して新たな組のサーチ結果を識別する工程と、
　前記１組のサーチ結果を置換して前記新たな組のサーチ結果を前記ユーザに提示する工
程とをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記送信工程は、少なくとも１つの最高ランクのコールトゥアクション要素を前記サー
チ結果に関連付けることを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記コールトゥアクション要素の１つは、前記サーチ結果に関して前記ユーザによって
実行される可能性のあるアクションに対応する、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記コールトゥアクション要素の１つは、前記サーチ結果に関して前記ユーザにとって
実行するのに好都合なアクションに対応する、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記コールトゥアクション要素の１つは、前記サーチ結果に関して前記ソーシャルネッ
トワーキングシステムが前記ユーザに実行するよう奨励するアクションに対応する、請求
項１に記載の方法。
【請求項１２】
　複数のノードおよび前記ノード同士を接続している複数のエッジを備えるグラフデータ
構造にアクセスする工程であって、前記ユーザは前記複数のノードのうちの第１ノードに
対応しており、前記１以上のサーチ結果は前記複数のノードの１以上の第２ノードにそれ
ぞれ対応している、アクセス工程をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　オンラインソーシャルネットワークのソーシャルネットワーキングシステムであって、
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前記ソーシャルネットワーキングシステムは、１以上のプロセッサによって実行可能な命
令を含むメモリを備え、前記１以上のプロセッサは前記メモリに結合されており、および
前記命令を実行するように動作可能であり、前記１以上のプロセッサは、前記命令を実行
するとき、
　ユーザのクライアントデバイスから前記ユーザが前記ユーザのクライアントデバイスの
サーチツールにアクセスしていることを示す標識を受信する工程であって、前記標識は前
記ユーザがサーチクエリまたは前記サーチクエリの一部を前記サーチツールに入力する前
に受信され、前記ユーザは前記オンラインソーシャルネットワークの会員である、受信工
程と、
　前記ユーザがサーチツールにアクセスしていることを示す前記標識の受信に応答して、
前記ソーシャルネットワーキングシステムによって記憶されている前記ユーザに関する既
知の情報に基づき１組のサーチ結果を前記ユーザに提示するために編集する工程であって
、前記サーチ結果は、前記ユーザがサーチクエリまたは前記サーチクエリの一部をサーチ
ツールに入力する前に編集され、各サーチ結果は、前記サーチ結果に適用可能な１以上の
コールトゥアクション要素に関連付けられており、各コールトゥアクション要素は、前記
ソーシャルネットワーキングシステムを通じて前記サーチ結果に関連する特定の機能また
はプロセスを開始する、前記ユーザによるアクションを促す、ユーザインタフェース要素
である、編集工程と、
　前記ユーザに提示するための前記コールトゥアクション要素による前記１組のサーチ結
果を前記ユーザのクライアントデバイスに送信する工程であって、前記コールトゥアクシ
ョン要素は、対応するサーチ結果の近傍において前記ユーザに提示される、送信工程とが
行われるように動作可能である、システム。
【請求項１４】
　前記ユーザに関する既知の情報は、前記ユーザの人口統計データ、ソーシャルコネクシ
ョン、関心、趣味、過去のアクション、挙動パターン、およびカレンダー入力を含む、請
求項１３に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記１組のサーチ結果は、前記ユーザが前記サーチツールにアクセスした時間にさらに
基づき編集される、請求項１３に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記１組のサーチ結果は、前記ユーザが前記サーチツールにアクセスした位置にさらに
基づき編集される、請求項１３に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記１以上のプロセッサは、前記命令を実行するとき、
　前記ユーザに関する既知の情報に基づき前記１組のサーチ結果をランク付けする工程が
行われるようにさらに動作可能である、請求項１３に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記１以上のプロセッサは、前記命令を実行するとき、
　前記１組のサーチ結果のうちの１以上のサーチ結果の各々に対して、
　前記ユーザに関する既知の情報に基づき前記１組のサーチ結果のうちの各サーチ結果に
対して適用可能な前記１以上のコールトゥアクション要素を識別する工程と、
　前記コールトゥアクション要素の前記サーチ結果に対する好適度に基づいて、かつ、少
なくとも１つの前記オンラインソーシャルネットワークにおける前記ユーザと前記サーチ
結果に関連付けられた別のユーザとの間の関係にさらに基づいて、前記コールトゥアクシ
ョン要素をランク付けする工程と、
　適用可能な前記サーチ結果とともに、ランク付けされた前記１以上のコールトゥアクシ
ョン要素を提示する工程とが行われるようにさらに動作可能である、請求項１３に記載の
システム。
【請求項１９】
　ソフトウェアを具現化している１以上の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体であって
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、前記ソフトウェアは、オンラインソーシャルネットワークのソーシャルネットワーキン
グシステムによって実行されるとき、
　ユーザのクライアントデバイスから前記ユーザが前記ユーザのクライアントデバイスの
サーチツールにアクセスしていることを示す標識を受信する工程であって、前記標識は前
記ユーザがサーチクエリまたは前記サーチクエリの一部を前記サーチツールに入力する前
に受信され、前記ユーザは前記オンラインソーシャルネットワークの会員である、受信工
程と、
　前記ユーザがサーチツールにアクセスしていることを示す前記標識の受信に応答して、
前記ソーシャルネットワーキングシステムによって記憶されている前記ユーザに関する既
知の情報に基づき１組のサーチ結果を前記ユーザに提示するために編集する工程であって
、前記サーチ結果は、前記ユーザがサーチクエリまたは前記サーチクエリの一部をサーチ
ツールに入力する前に編集され、各サーチ結果は、前記サーチ結果に適用可能な１以上の
コールトゥアクション要素に関連付けられており、各コールトゥアクション要素は、前記
ソーシャルネットワーキングシステムを通じて前記サーチ結果に関連する特定の機能また
はプロセスを開始する、前記ユーザによるアクションを促す、ユーザインタフェース要素
である、編集工程と、
　前記ユーザに提示するための前記コールトゥアクション要素による前記１組のサーチ結
果を前記ユーザのクライアントデバイスに送信する工程であって、前記コールトゥアクシ
ョン要素は、対応するサーチ結果の近傍において前記ユーザに提示される、送信工程とが
行われるように動作可能である、媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は一般的には、インターネットユーザのサーチ体験を改善することに関する。
【背景技術】
【０００２】
　インターネットは、サーバおよびクライアント上またはデータベース内など世界中の様
々なサイトにおよび様々な装置上に記憶され得る膨大な量の情報を提供する。様々なサイ
トにおけるこれら様々な装置は、有線接続または無線接続を通じてコンピュータまたは通
信ネットワークに通信可能にリンクされる。人は、ネットワークに接続された好適なネッ
トワークデバイス（例えば、コンピュータ、スマートモバイルフォン、娯楽コンソールな
ど）を使用して、インターネット上で利用可能な情報の特定要素にアクセスし得る。
【０００３】
　インターネット上で利用可能な相当量の情報のため、人（例えば、ネットワークユーザ
）がインターネットを通じて自身が必要な情報の特定要素を手作業で検索することは不可
能なだけでなく非実用的である。その代り、様々なタイプのコンピュータ実装ツール（ｃ
ｏｍｐｕｔｅｒ－ｉｍｐｌｅｍｅｎｔｅｄ　ｔｏｏｌｓ）によって、多くのネットワーク
ユーザは、所望の情報を捜し出すことを補助される。最も一般的かつ広範に使用されるコ
ンピュータ実装ツールの１つはサーチエンジンとも呼ばれるサーチツールである。インタ
ーネット上の特定のトピックに関する情報を検索するために、ユーザは通常、トピックを
記述するいくつかの単語（多くの場合「サーチクエリ」または単に「クエリ」と呼ばれる
）をサーチツールに提供する。サーチツールは、様々なサーチアルゴリズムを使用してサ
ーチクエリに基づきサーチを行い、それぞれがサーチクエリに関係する可能性が高い情報
に対応する一組のサーチ結果を生成する。サーチ結果は次いで、ユーザに提示される。
【０００４】
　高度なサーチツールは、サーチ処理の一部としてサーチ結果を単に識別することに加え
て他の多くの機能を実装する。例えば、サーチツールは通常、サーチクエリに対して比較
的関連が高いサーチ結果がより高くランク付けされ、したがってサーチクエリに対して比
較的関連が低いサーチ結果より前にネットワークユーザに提示されるように、識別された
サーチ結果をサーチクエリに対するサーチ結果の相対的関連度に従ってランク付けする。
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一例では、ユーザがさらにサーチ結果と相互作用するためにクリック可能な「コールトゥ
アクション（ｃａｌｌ－ｔｏ－ａｃｔｉｏｎ（行動喚起））」アイコンまたはボタンをク
リックするように、サーチ結果が同アイコンまたはボタンに関連付けられる。サーチツー
ルにより生成されるサーチ結果の品質を改善するための継続的な努力がなされている。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１】ソーシャルネットワーキングシステムに含まれる情報を表す例示的なグラフ。
【図２Ａ】ユーザが情報を検索し得る例示的なユーザインタフェースを示す図。
【図２Ｂ】サーチ結果が様々なコールトゥアクション要素に関連付けられた例示的なユー
ザインタフェースを示す図。
【図２Ｃ】サーチ結果が様々なコールトゥアクション要素に関連付けられた例示的なユー
ザインタフェースを示す図。
【図３】サーチクエリに応答して一組のサーチ結果を構築するための例示的な方法を示す
図。
【図４】ユーザがサーチクエリまたは該サーチクエリの一部を提供する前に一組のサーチ
結果をユーザに示唆するための例示的な方法を示す図。
【図５】例示的なコンピュータシステムを示す図。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　本開示は一般的には、インターネットユーザのサーチ体験を改善することに関する。よ
り具体的には、特定の実施形態では、ユーザが、サーチを行うために、コンピュータ実装
サーチツールにより提供されるユーザインタフェースにアクセスするとき、ユーザがユー
ザインタフェースに含まれる入力フィールド内に何か（例えば、任意のサーチクエリ）を
入力する前に、一組のサーチ結果が編集されてユーザに提示される（例えば、示唆として
）。次いで、ユーザは（１）示唆されたサーチ結果のいずれかと相互作用する選択肢、ま
たは（２）サーチクエリを入力する選択肢であって、該サーチクエリに応答して他の組の
サーチ結果が編集されユーザに提示されるようにするためのサーチクエリを入力する選択
肢を有する。
【０００７】
　特定の実施形態では、ユーザがサーチツールにアクセスすることに応答して、かつユー
ザがサーチクエリまたは該サーチクエリの一部をサーチツールに提出する前に、ユーザに
関する既知の情報に基づき第１の組のサーチ結果を編集して、第１の組のサーチ結果をユ
ーザに提示する。
【０００８】
　本開示のこれらおよび他の特徴、態様、利点について、以下の詳細な記載においておよ
び以下の図と併せてさらに詳細に説明する。
　次に、本開示について、添付図面に示すような本発明のいくつかの実施形態を参照して
詳細に説明する。以下の説明では、本開示を十分に理解するために多くの具体的な詳細が
記載される。しかし、本開示はこれらの特定の詳細の一部またはすべてを備えること無く
実行され得る。一例では、本発明を不必要に曖昧にしないために周知の処理工程および／
または構造については詳細に説明しない。加えて、本開示は特定の実施形態と併せて説明
されるが、この説明は、記載された実施形態に本開示を制限するように意図するものでは
ないことを理解されたい。逆に、本明細書は、添付の特許請求範囲により定義されるよう
な本開示の精神と範囲に含まれ得る代替物、修正物、等価物を包含するように意図されて
いる。
【０００９】
　コンピュータ実装サーチツールは、インターネットまたはイントラネットなど１つまた
は複数のネットワーク上の特定のトピックに関連する情報を検索するように設計される。
サーチを行うために、ネットワークユーザはサーチクエリをサーチツールに発行し得る。
サーチクエリは通常、トピックを記述する１つまたは複数の単語を含む。それに応答して
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サーチツールは、一組のサーチ結果であってそれぞれがサーチクエリに関係し得る情報に
対応する一組のサーチ結果を識別し得る。一組のサーチ結果は任意の数の要素に基づきラ
ンク付けされて、それぞれのランクに従ってユーザに提示され得る。
【００１０】
　サーチクエリに対する一組のサーチ結果をランク付けするとき、様々な要素が考慮され
得る。例えば、各サーチ結果のコンテンツは、サーチクエリに対するそのサーチ結果の関
連度を判断するために解析され得る。加えて、特定の実施形態は、限定するものではない
が例えば、サーチが行われている文脈、サーチクエリにより記載されたトピックの性質ま
たは特性、サーチが要求された時間と位置、およびサーチを要求するユーザのソーシャル
ネットワーキング情報と挙動プロファイルなどの要素に基づきサーチ結果をランク付けし
得る。
【００１１】
　特定の実施形態はまた、いくつかのサーチ結果のランクを、限定するものではないが例
えば、サーチツールを提供するエンティティの事業戦略または目標などの目的に応じて、
押し上げ得る。特定の実施形態では、サーチツールは、ソーシャルネットワーキングシス
テムにより提供され得るか、またはソーシャルネットワーキングシステムに関連付けられ
得る。ソーシャルネットワーキングシステムは、限定するものではないが例えば、そのユ
ーザに電子メールまたはメッセージを通じてユーザらの友達と連絡を取ることができるよ
うにする、イベントを企画する、ソーシャルグループを形成する、写真をアップロードお
よび共有する、ニュースフィードを読む、様々なウェブベースアプリケーション（例えば
、ソーシャルネットワーキングシステムにまたは第三者のいずれかにより提供された）を
利用する、オンラインゲームを使用するなどの任意の数の特徴（フィーチャ）を有し得る
。特定の実施形態では、一組中の１つまたは複数のサーチ結果がこのようなフィーチャに
関連付けられ得る。一組のサーチ結果をランク付けする際、ユーザがフィーチャに対して
有する相互作用のレベルが考慮され得る。一例では、フィーチャに関連付けられたサーチ
結果のそれぞれのランクは、ユーザがそのフィーチャに対して有する相互作用のレベルが
上げられ得るという望みをもって、ユーザの注意をそのフィーチャに引きつけるために押
し上げられ（すなわち、人為的に上げられ）得る。
【００１２】
　特定の実施形態では、一組中の１つまたは複数のサーチ結果は様々なコールトゥアクシ
ョン要素に関連付けられ得る。ネットワークコンテンツの文脈中、より具体的にはユーザ
体験の文脈中の用語「コールトゥアクション」は、呼び出しまたは他の通信などの機能ま
たは処理を開始するためにユーザからの挙動を促すユーザインタフェース要素である。ウ
ェブベースインタフェースにおけるコールトゥアクションの最も好まれる明示は、クリッ
クされると、特定のネットワークコンテンツに対し特定の行為を行うまたはそれに至るク
リック可能アイコンまたはボタンの形式である。特定の実施形態では、ユーザがコールト
ゥアクション要素（例えば、アイコンまたはボタン）をクリックするか、またはさらにサ
ーチ結果と相互作用し得るように、サーチ結果がコールトゥアクション要素に関連付けら
れ得る。一例では、複数のタイプのコールトゥアクション要素が特定のサーチ結果に適切
に関連付けられ得る。特定の実施形態は、限定するものではないが例えば、サーチが行わ
れているコンテキスト、サーチクエリにより記載されたトピックの性質または特性、サー
チ結果のコンテンツ、サーチが要求された時間と位置、サーチを要求するユーザのソーシ
ャルネットワーキング情報と挙動プロファイル、およびサーチツールを提供するエンティ
ティ（すなわちソーシャルネットワーキングシステム）の事業戦略または目的など、様々
な要素に基づきサーチ結果のコールトゥアクション要素の１つを選択し得る。
【００１３】
　特定の実施形態では、１つまたは複数のサーチ結果は、ユーザがサーチツールにアクセ
スすると直ちに、およびユーザがサーチクエリまたは該サーチクエリの一部を入力する前
に、ユーザに示唆され得る。これらのサーチ結果は、限定するものではないが例えば、ユ
ーザがサーチツールにアクセスしたという事実はユーザが情報を検索するつもりであるこ
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とを示す、ユーザの識別子、ユーザに関するプロファイルと社会的情報、ユーザの挙動パ
ターン、ユーザによりなされた過去のアクション、ユーザがサーチツールにアクセスした
時間、ユーザがサーチツールにアクセスした位置など多くの要素に基づき編集および／ま
たはランク付けされ得る。特定の実施形態では、これらはユーザのモデルを構築するため
に利用されてもよく、このモデルは次いで、示唆されたサーチ結果が、ユーザがサーチツ
ールにアクセスする毎にユーザに対してどのように編集されランク付けされ得るかを判断
するために利用され得る。
【００１４】
　ソーシャルネットワークは、通常、友達関係、親戚関係、共通する関心、金銭取り引き
、嫌悪もしくは信念、知識または名声の関係などの１つまたは複数のタイプの相互依存性
または関係により結合される個人または組織などのエンティティからなる社会的な構造体
である。さらに近年では、ソーシャルネットワークはインターネットを利用し始めた。ソ
ーシャルネットワーキングウェブサイトの形式でインターネット上に存在するソーシャル
ネットワーキングシステムがある。このようなソーシャルネットワーキングウェブサイト
は、ウェブサイトユーザと通常呼ばれるソーシャルネットワーキングウェブサイトの会員
が様々なソーシャルアクティビティを行うことができるようにする。例えば、フェイスブ
ック社により運営されるソーシャルネットワーキングウェブサイトｗｗｗ．ｆａｃｅｂｏ
ｏｋ．ｃｏｍは、例えば、そのユーザが電子メール、インスタントメッセージ、またはブ
ログ投稿を通じてユーザらの友達らと通信し、ソーシャルイベントを企画し、写真を共有
し、ユーザらの友達らの知らせまたは興味のあるイベントの知らせを受信し、ゲームを使
用し、イベントを企画することができるようにする。
【００１５】
　ソーシャルネットワーキングシステムは、そのユーザに関係する膨大な量の情報を含み
得る。このような情報は個々のユーザのソーシャルコネクションに限定されるものでなく
、および限定するものではないが例えば、人口統計的情報、ネットワークまたはソーシャ
ルアクティビティ、挙動プロファイル、および個々のユーザの個人的嗜好、関心、または
趣味を含み得る。特定の実施形態は、任意の数のノードとエッジを有し得るグラフを利用
して、ソーシャルネットワーキングシステムに含まれる情報を表してもよく、その例を図
１に示す。
【００１６】
　図１に示すグラフ１００では、各ノードは、人間（例えば、ソーシャルネットワーキン
グシステムのユーザ）または非人間（例えば、位置、イベント、アクション、ビジネス、
オブジェクト、メッセージ、投稿、画像、ウェブページ、ニュースフィードなど）であり
得るエンティティを表し得る。２つのノードが任意の方法で関係していれば（すなわち、
２つのノード間に関係があれば）、２つのノード同士はエッジにより接続される。グラフ
１００内の２つのノード同士が関係し、したがってエッジにより接続され得る事例として
は、限定するものではないが以下のことが挙げられ得る：（１）２つのノードがソーシャ
ルネットワーキングシステムの２人のユーザをそれぞれ表し、２人のユーザは社会的に接
続される（例えば、互いの友達）、（２）２つのノードがソーシャルネットワーキングシ
ステムのユーザとイベントをそれぞれ表し、ユーザはそのイベントに参加した、（３）２
つのノードがソーシャルネットワーキングシステムのユーザと位置を表し、ユーザはその
位置へ行ったことがある、（４）２つのノードがソーシャルネットワーキングシステムの
ユーザを表し、ユーザはウェブページと相互作用した（例えば、閲覧した）、（５）２つ
のノードがイベントと位置をそれぞれ表し、そのイベントはその位置で開催される、（６
）２つのノードがソーシャルネットワーキングシステムのユーザと画像（例えば、デジタ
ル写真）をそれぞれ表し、ユーザはその画像にいる、（７）２つのノードがソーシャルネ
ットワーキングシステムのユーザと製品（例えば、モバイルフォン）をそれぞれ表し、ユ
ーザはその製品を所有し、使用する、（８）２つのノードがソーシャルネットワーキング
システムのユーザとソフトウェアアプリケーション（例えば、ウェブベースゲーム）をそ
れぞれ表し、ユーザはアプリケーションを使用する（例えば、ゲームを使用する）。接続
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は、２人の人間、人間と非人間エンティティ、および２つの非人間エンティティ間に存在
し得る。２人の人間または非人間エンティティ間の任意のタイプの関係が２つのエンティ
ティ間の接続を生じ得る。
【００１７】
　グラフ１００において、２つの特定のノード間にエッジが存在する場合、２つのノード
は直接関連付けられたと考えられ得る。例えば、エッジ１２０Ａはノード１１０Ａと１１
０Ｂを接続し、したがってノード１１０Ａと１１０Ｂは直接関連付けられる。同様に、エ
ッジ１２０Ｂはノード１１０Ｂと１１０Ｃを接続し、したがってノード１１０Ｂと１１０
Ｃは直接関連付けられる。２つの特定のノード間にエッジが存在しない場合でも、２つの
ノードは間接的に関係していると考えられ得る。例えば、ノード１１０Ａと１１０Ｃを直
接接続するエッジは存在しないが、ノード１１０Ａと１１０Ｃはノード１１０Ｂを通じて
間接的に関係していると考えられ得る。
【００１８】
　グラフ１００ではノード１１０Ａからノード１１０Ｂまで行くのに１ホップを要するが
ノード１１０Ａからノード１１０Ｃへ行く（すなわちノード１１０Ｂを通じて）のに２ホ
ップを要するため、ノード１１０Ａに関し、ノード１１０Ｂは、ノード１１０Ｃよりノー
ド１１０Ａに対しより密接な関係を有する。特定の実施形態では、２つの特定のノードに
関し、１つのノードから他のノードへ行くのに要するホップ数が少なければ少ないほど、
２つのノードはより密接に関係する。
【００１９】
　特定の実施形態では、ソーシャルネットワーキングシステムを実現するソーシャルネッ
トワーキングウェブサイトは、そのユーザにソーシャルコンテキスト中の特定のトピック
に関する情報を検索できるようにするサーチツールを提供し得る。図１に示すものなどの
ようなグラフにより表される情報は、サーチ結果を識別しランク付けすることを補助する
ために利用され得る。図２Ａは、ユーザがそれを通じてサーチクエリを提供しサーチ結果
を受信し得る例示的なユーザインタフェース２００を示す。この場合、ユーザがそれを通
じてサーチクエリ（例えば、サーチクエリ２４０）を提供し得る入力フィールド２１０、
ユーザがそれを通じてサーチクエリを提出し得る（例えば、アイコン２２０をクリックす
ることにより）アイコン２２０、およびサーチ結果（例えば、サーチ結果２４２Ａ－Ｅ）
が表示され得る出力フィールド２３０が存在する。加えて、一例では、サーチ結果はコー
ルトゥアクション要素に関連付けられ得る。例えば、図２Ａでは、サーチ結果２４２Ａが
コールトゥアクションアイコン２４４Ａに関連付けられ、サーチ結果２４２Ｄがコールト
ゥアクションアイコン２４４Ｄに関連付けられ、サーチ結果２４２Ｅはコールトゥアクシ
ョンアイコン２４４Ｅに関連付けられる。一組中の全てのサーチ結果がコールトゥアクシ
ョン要素に関連付けられる必要はないことに留意されたい。例えば、図２Ａでは、サーチ
結果２４２Ｂと２４２Ｃはコールトゥアクション要素に関連付けられていない。コールト
ゥアクションアイコン２４４Ａ、２４４Ｄ、および２４４Ｅはクリック可能アイコンであ
り得る。ユーザがこれらのコールトゥアクションアイコンの１つをクリックすれば、ユー
ザは関連サーチ結果とさらに相互作用し得るか、またはアクションが関連サーチ結果に関
連して行われ得る。特定の実施形態では、コールトゥアクション要素はその関連サーチ結
果の近傍に提示され得る。
【００２０】
　特定の実施形態では、複数のコールトゥアクション要素が同じサーチ結果に関連付けら
れ得る。例えば、サーチ結果が電子メールメッセージであれば、電子メールメッセージの
サーチ結果に関連付けられたコールトゥアクション要素は「返信」、「転送」、および「
削除」を含み得る。サーチ結果がレストランであれば、レストランのサーチ結果に関連付
けられたコールトゥアクション要素は「チェックインする」、「“いいね！”する」、お
よび「予約する」を含み得る。いくつかのサーチ結果（例えば、ユーザのアドレス帳から
得られる個人的または職業的なコンタクトであるサーチ結果）は、サーチを要求するユー
ザに個人的または職業的に関係し得る。サーチ結果がユーザの友達であれば、コールトゥ
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アクション要素は、「電話する」、「電子メールを送信する」、「ＳＭＳを送信する」、
「チャートセッションを開始する」、「ウォールに投稿する」などを含み得る。これらの
例が示すように、どのコールトゥアクション要素が特定のサーチ結果に好適であるかはサ
ーチ結果自体の性質に依存し得る。
【００２１】
　特定の実施形態では、各サーチ結果２４２は、図２Ｂに示すように、拡張アイコン２５
２（例えば、下向き三角）に関連付けられ得る。ユーザが拡張アイコン２５２をクリック
すると、当該サーチ結果２４２に関連付けられたコールトゥアクション要素が表示される
。ユーザが拡張アイコン２５２Ｂをクリックしたと仮定する。図２Ｃにおいて、サーチ結
果２４２Ｂに関連付けられた３つのコールトゥアクション要素２４４Ｂが表示される。加
えて、サーチ結果２４２Ｂに関連付けられた拡張アイコン２５２Ｂは収容アイコン２５４
Ｂ（例えば、上向き三角）により置換される。ユーザが収容アイコンをクリックすると、
当該サーチ結果２４２に関連付けられたコールトゥアクション要素が隠される。
【００２２】
　特定の実施形態では、図２Ａ～図２Ｃに示されたものなどのようなユーザインタフェー
スが、電子デバイスの画面上の表示のためにウェブページまたはウィンドウパネル内に組
み込まれ得る。例えば、インタフェース２００はモバイルフォンまたはタブレットの画面
上に表示され得る。
【００２３】
　特定の実施形態では、サーチツールは、テキスト（例えば、サーチクエリ）を漸進的に
検索してフィルタにかけるユーザインタフェース相互作用方法である「タイプアヘッド（
ｔｙｐｅ　ａｈｅａｄ）」別名「インクリメンタルサーチ」、「インクリメンタル検索（
ｉｎｃｒｅｍｅｎｔａｌ　ｆｉｎｄ）」、または「リアルタイム示唆」機能を実施し得る
。ユーザがサーチクエリのテキストをタイプすると、そのテキストに対する１つまたは複
数の可能性のある一致が検出され直ちにユーザに提示される。多くの場合、この即時フィ
ードバックによってユーザはサーチクエリの単語または句全体をタイプすることを停止し
得る。ユーザはまた、提示されたリストから密接に関係する選択肢を選択し得る。それに
加えて、特定の実施形態では、ユーザがサーチクエリの各文字をタイプすると、これまで
にタイプされたテキストに対応する一組のサーチ結果が直ちにユーザに提示され得る。サ
ーチ結果は、ユーザがさらに文字をタイプする毎に更新され得る。
【００２４】
　例えば、ユーザが人物を検索したく人物のサーチクエリとして名前を入力し始めると仮
定する。ユーザは最初に文字「ｊ」（例えば、ユーザインタフェースに含まれる入力フィ
ールド内に）をタイプする。この時点で、文字「ｊ」で始まる名前のいくつか（例えば、
ジェーン（Ｊａｎｅ）、ジョン（Ｊｏｈｎ）、ジョセフ（Ｊｏｓｅｐｈ）、ジュディス（
Ｊｕｄｉｔｈ）など）がユーザに示唆され得る。加えて、１つまたは複数の示唆された名
前に対応する一組のサーチ結果（例えば、最初に示唆された名前ジェーン、または示唆さ
れた名前のいくつか、ジェーン、ジョン、ジョセフなど）が同様にユーザに提示され得る
。ユーザが次いで文字「ｏ」をキー入力すると仮定する。この時点で、文字「ｊｏ」で始
まる名前のいくつか（例えば、ジョアン（Ｊｏａｎ）、ジョン、ジョーダン（Ｊｏｒｄｏ
ｎ）、ジョセフ、ジョシュア（Ｊｏｓｈｕａ）など）がユーザに示唆され得る。加えて、
１つまたは複数の示唆された名前に対応する一組のサーチ結果（例えば、ジョアン、また
はジョアン、ジョンなど）が同様にユーザに提示され得る。ユーザが名前をタイプし終え
るか、または示唆された名前またはサーチ結果の１つを選択するまで、この処理は続き得
る。タイプアヘッドは、２０１０年６月１５日に出願された米国特許出願第１２／８１６
，３７７号明細書、題名「ソーシャルネットワークにおけるオブジェクトのサーチと取り
出し（Ｓｅａｒｃｈ　ａｎｄ　Ｒｅｔｒｉｅｖａｌ　ｏｆ　Ｏｂｊｅｃｔｓ　ｉｎ　ａ　
Ｓｏｃｉａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）」にさらに詳細に記載され、すべ
ての目的のために参照によりその全体を本明細書に援用する。
【００２５】
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　サーチタームをタイプする際、ユーザは時折、サーチする句の一部として間違った文字
を入力する可能性がある。特定のユーザのサーチクエリについての過去の知識、一般的ユ
ーザのサーチクエリ、デバイス上の現在のキーボードのレイアウト、およびユーザがキー
入力しがちな言語または言語群の定義を利用することで、誤った文字が入力された場合で
もサーチプロバイダに可能性の高いサーチ句を「推測」できるようにする。例えば、標準
米国ＱＷＥＲＴＹキーボード上の文字「ｏ」は、文字「ｏ」、「ｐ」、「；」「，」およ
び「ｋ」により最も近接して囲まれる。ユーザが「ｊ」をタイプすれば、「ｊｏ」以外の
すべての２文字組合せの結果の組はユーザの目的のサーチクエリでない可能性が高い。「
ｊｌ」に対する結果が存在すれば、それらを表示することができる。このような結果が存
在しなければ、「ｊｏ」の結果を、自動修正が一時的に適用されたという表示と共に、ユ
ーザに対し表示することができる。これにより、ユーザがサーチ結果をタップする前にサ
ーチクエリを修正する必要性を低減する。
【００２６】
　図２Ａ～図２Ｃに示された例示的なユーザインタフェース２００では、サーチクエリを
提出するためにアイコン２２０が示されることに留意されたい。このアイコンは、すべて
の場合に必要ではない。例えば、「タイプアヘッド」機能が支援される場合、アイコン２
２０は必要でないかもしれなく、サーチに関連するユーザインタフェースに含まれないか
もしれない。
【００２７】
　ユーザからサーチクエリを受信すると、サーチツールはサーチクエリに関連すると考え
られる一組のサーチ結果を識別し得る。加えて、一組のサーチ結果は、様々な要素、目的
、および他の考慮点に基づきランク付けされ得る。高くランク付けされたサーチ結果は低
くランク付けされたサーチ結果より前にユーザに提示される。ユーザのサーチ結果の良好
なランク付けの実現は、一例では特に望ましい。例えば、多くの場合ユーザは、比較的小
さな表示画面を有するモバイル電子デバイス（例えば、モバイルフォンまたはタブレット
コンピュータ）を利用して、サーチを行い得る。したがって、多くないサーチ結果が１つ
の画面内にユーザに対し表示および提示され得る。探している特定のサーチ結果を見つけ
出すためにユーザに複数の画面を下にスクロールさせなければならないことを回避するた
めに、これらのサーチ結果がより高くランク付けされてユーザに最初に提示されれば、ユ
ーザの時間を節約し、ユーザのサーチ体験をより効率的かつ快適にすることができる。
【００２８】
　一例では、いくつかのサーチ結果が様々なコールトゥアクション要素と関連付けられ得
る。同様に、特定のサーチ結果を所与として、ユーザがサーチ結果に対してアクションを
行うためにコールトゥアクション要素（関連サーチ結果の近傍に多くの場合提示される）
を好都合に選択し得るように、サーチ結果に関連付けられる適切なコールトゥアクション
要素（例えば、アイコンまたはボタン）を選択することが望ましいかもしれない。再び、
ユーザは、様々なユーザインタフェース要素間をナビゲートするのが容易でなく速くない
であろうデバイス（例えば、モバイル機器）を利用してサーチを行い得る。サーチ結果に
対する所望のアクションを開始するためにユーザにデバイスとのいくつかの相互作用を行
わせなければならないことを回避するために、適切なコールトゥアクション要素が関連サ
ーチ結果の近傍に提示されれば、ユーザは、サーチ結果に対する所望のアクションを開始
するために当該コールトゥアクション要素を容易に選択し得る。
【００２９】
　特定の実施形態では、ユーザは、サーチツールを提供するか、またはそのサーチツール
に関連付けられたソーシャルネットワーキングシステムのユーザであり得る。サーチクエ
リに応じて一組のサーチ結果を編集およびランク付けする際、サーチツールは、ソーシャ
ルネットワーキングシステム、すなわちサーチツールに利用可能な任意の関連情報（すな
わち、ウェブページ、またはインターネット上で利用可能な他のタイプのコンテンツだけ
に限定されない）を調査および分析し得る。限定するものではないが例えば、サーチツー
ルは以下を考慮し得る：（１）サーチクエリの性質とコンテキスト（特にソーシャルコン
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テキスト）（例えば、サーチクエリが、人物、位置、イベント、場所、ソフトウェアまた
はウェブアプリケーション、オブジェクトなどを指すか否か）、（２）サーチを要求する
ユーザの社会的および人口統計的情報（例えば、ユーザのソーシャルコネクション、年令
、性別、家族状況など）、（３）ユーザの挙動プロファイルまたはアクティビティ（例え
ば、ユーザの毎日のルーチン、趣味、関心、過去のネットワーク上のアクティビティまた
はソーシャルアクティビティなど）、（４）ユーザがサーチクエリを提供した時間と位置
、（５）ソーシャルネットワーキングシステムがいくつかのサーチ結果（例えば、ソーシ
ャルネットワーキングシステムのフィーチャに関連付けられたサーチ結果であってソーシ
ャルネットワーキングシステムがユーザの注意を引きたいサーチ結果）を促進することを
望むか否か、（６）ソーシャルネットワーキングシステムがユーザをいくつかのサーチ結
果または挙動へ向けて訓練または誘導することを望むか否か、（７）このサーチツールま
たは他のサーチツールを以前利用した際のユーザの挙動履歴、例えば、ユーザは通常、い
くつかのクラスまたはいくつかの特定の結果を選択するか否か、（８）特定の位置におけ
るユーザの挙動履歴（例えば、ユーザは常に、在宅時には人を参照する結果を選択するが
在宅でないときはビジネスを参照する結果を選択する）、（９）ユーザが１つ選択した後
にサーチ結果に応答するか否かに関するユーザの挙動履歴（例えば、配送された結果にコ
メントするか、または「いいね！」することによる）。加えて、特定の実施形態では、サ
ーチツールは、サーチを要求するためにユーザにより利用される電子デバイス上に記憶さ
れた情報を調査および分析し、このような情報のいくつかをサーチ結果中に含み得る（例
えば、このような情報がサーチクエリに関連すると考えられる場合）。
【００３０】
　図３に、サーチを要求するユーザに関連する社会的情報の少なくともいくつかを考慮す
る一方で、サーチクエリに応じて一組のサーチ結果を構築する例示的な方法を示す。図１
に関連して上に説明したように、ソーシャルネットワーキングシステム内で利用可能な情
報はグラフにより表され得る（例えば、図１に示すグラフ１００）。このようなグラフは
、特定のサーチ結果のコールトゥアクション要素を選択する際だけでなく特定ユーザの特
定の組のサーチ結果を編集およびランク付けする際に利用され得る。特定の実施形態では
、サーチを要求するユーザはソーシャルネットワーキングシステムのユーザであるので、
ソーシャルネットワーキングシステムに関連付けられたグラフ内のノードの１つがユーザ
を表し得る。グラフを分析することにより、サーチツールは、他の人間および非人間エン
ティティのいずれが直接または間接的にユーザに関係している（例えば、グラフ内の他の
ノードが、ユーザを表すノードに直接または間接的に接続される）か、これらの関係のタ
イプ（例えば、どのような関係をエッジが表すか）、およびどの程度密接に他のノードが
、ユーザを表すノードに関係するか（例えば、それぞれのノードペア間のホップの数）を
判断し得る。
【００３１】
　特定の実施形態は、工程３１０に示すように、ユーザからサーチクエリを受信し得る。
ユーザは、ソーシャルネットワーキングシステムのユーザであってもよく、ネットワーク
に接続された電子デバイス（例えば、モバイルフォンまたはタブレット）を通じてサーチ
クエリを提供し得る。例えば、サーチクエリが単語「ジョンソン（Ｊｏｈｎｓｏｎ）」で
あると仮定する。
【００３２】
　特定の実施形態は、工程３２０に示すように、サーチクエリに応じて一組のサーチ結果
を識別および編集し得る。サーチ結果は任意のタイプの情報またはコンテンツを含み得る
。例えば、単語「ジョンソン」は、人物（例えば、メアリ・ジョンソン（Ｍａｒｙ　Ｊｏ
ｈｎｓｏｎ））、位置（例えば、ジョンソンシティ）、店舗（例えば、ジョンソン金物店
（Ｊｏｈｎｓｏｎ’ｓ　Ｈａｒｄｗａｒｅ　Ｓｔｏｒｅ）、またはジョンソン・バーベキ
ュー・レストラン（Ｊｏｈｎｓｏｎ　ＢＢＱ　Ｒｅｓｔａｕｒａｎｔ））、商標または製
品名（例えば、ジョンソン＆ジョンソン（Ｊｏｈｎｓｏｎ　＆　Ｊｏｈｎｓｏｎ））、ニ
ュース記事（例えば、ジミー・ジョンソン（Ｊｉｍｍｉｅ　Ｊｏｈｎｓｏｎ）についての
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ニュースフィード）、およびメッセージ（例えば、トム・ジョンソン（Ｔｏｍ　Ｊｏｈｎ
ｓｏｎ）による投稿またはそれに関する投稿）を参照し得る。サーチ結果は、サーチクエ
リに関連すると考えられる多くのタイプの情報の混合かもしれない。
【００３３】
　サーチ結果を選択する際、特定の実施形態は、限定するものではないが例えば、ユーザ
により利用される電子デバイス上にローカルに記憶された情報、サーバ上またはソーシャ
ルネットワーキングシステムに関連付けられたデータベース内に記憶された情報、および
インターネット上で広く公衆に利用可能な情報など、様々なソースから情報を取得し得る
。例えば、「メアリ・ジョンソン」という名前の人物のコンタクト情報がユーザの電子デ
バイス上にローカルに記憶され得る。したがって、メアリ・ジョンソンの名前とコンタク
ト情報（例えば、電子メールアドレスまたは電話番号）が一組のサーチ結果に含まれる１
つのサーチ結果として選択され得る。この場合、サーチ結果は、サーチを行う際にユーザ
により利用される電子デバイス上に記憶された情報から生じる。別の例として、ソーシャ
ルネットワーキングウェブサイトにおけるユーザアカウントから、ユーザが過去に何回か
「ジョンソン・バーベキュー・レストラン」と呼ばれるレストランを訪れた（例えば、ジ
ョンソン・バーベキュー・レストランにいるときにそのユーザがソーシャルネットワーキ
ングシステムに「チェックインした」）ことを判断し得る。したがって、ジョンソン・バ
ーベキュー・レストランの名前と住所が、一組のサーチ結果に含まれる１つのサーチ結果
として選択され得る。この場合、サーチ結果は、サーバ上またはソーシャルネットワーキ
ングシステムに関連付けられたデータベース内に記憶された情報から生じる。別の例とし
て、ナスカー（ＮＡＳＣＡＲ）レースに参加するジミー・ジョンソンについてインターネ
ット上にニュース記事が存在するかもしれない。したがって、このようなニュース記事を
含むウェブページは、一組のサーチ結果に含まれる１つのサーチ結果として選択され得る
。この場合、サーチ結果はインターネット上で広く公衆に利用可能な情報から生じる。
【００３４】
　ユーザがサーチ処理を開始するためにサーチクエリを提出すると、サーチ結果は様々な
ソースから取得され得るので、いくつかの特定のサーチ結果が他のものより前に利用可能
になり得る。例えば、ユーザにより利用される電子デバイス上にローカルに記憶された情
報から取得されるサーチ結果は、サーチ結果がソーシャルネットワーキングシステムに関
連付けられた情報またはインターネット上の情報（リモートサイトに記憶されるので取得
するのに多少長い時間がかかり得る）から取得される前に容易に利用できる。特定の実施
形態では、いくつかのサーチ結果が利用可能になると、いくつかのサーチ結果は他のサー
チ結果が利用可能になるのを待つ必要無く直ちにユーザに提示され得る。例えば、上記シ
ナリオでは、「メアリ・ジョンソン」のコンタクト情報は、ユーザの電子デバイス上にロ
ーカルに記憶されており、したがって容易に利用できる。ユーザがサーチクエリ「ジョン
ソン」を提出すると、「メアリ・ジョンソン」のコンタクト情報が直ちにユーザに提示さ
れ得る。このとき、より多くのサーチ結果（例えば、「ジョンソン・バーベキュー・レス
トラン」の住所と電話番号など、ソーシャルネットワーキングシステムまたはインターネ
ットから取得される）が利用可能になるので、これらはサーチクエリ「ジョンソン」に対
して編集される一組のサーチ結果に加えられ、したがって（例えば、それらの利用可能性
に応じて）ユーザに提示され得る。
【００３５】
　ソーシャルネットワーキングシステムは任意の数のフィーチャを実装および支援し得る
。特定の実施形態では、サーチクエリに応じて選択されるサーチ結果の１つまたは複数が
、このようなフィーチャの１つまたは複数に関連付けられ得る。一例では、サーチクエリ
にそれほど関連しないサーチ結果であってもサーチクエリのサーチ結果の１つとして選択
され含まれ得ることも可能である。例えば、１つのフィーチャは、ユーザがソーシャルネ
ットワーキングウェブサイトを通じてオンラインゲームを使用し得ることかもしれない。
「ハッチングス（Ｈａｔｃｈｌｉｎｇｓ）」と呼ばれる利用可能なゲームの１つは、たと
えこのゲームが単語「ジョンソン」に対する明確な関連性がほぼ無いか、または全く無か
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ったとしても、サーチクエリ「ジョンソン」のサーチ結果の１つとして選択され得る。
【００３６】
　特定の実施形態は、工程３３０に示すように、サーチを要求するユーザに関連するソー
シャルコンテキストまたは社会的情報に少なくとも基づき一組のサーチ結果をランク付け
し得る。既存のサーチエンジン（例えば、グーグル（Ｇｏｏｇｌｅ）、マイクロソフト（
Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ）、またはヤフー（Ｙａｈｏｏ）により提供されるサーチエンジン）
は、主にコンテンツの関連性に基づきサーチ結果をランク付けする。これらのサーチエン
ジンは、サーチを要求する特定ユーザに関連するソーシャルコンテキストか、または社会
的情報がこのような社会的情報を保有するソーシャルネットワーキングシステムによって
提供されないので、これらを考慮しない。コンテンツの関連性の代りにまたはコンテンツ
の関連性に加えて、特定の実施形態は、ユーザのサーチ結果をランク付けする際にいくつ
かの要素として、サーチツールを提供するか、またはサーチツールに関連付けられたソー
シャルネットワーキングシステムに利用可能な社会的情報を考慮し得る。すなわち、ラン
ク付けはユーザの社会的情報に基づきユーザ個人毎にカスタマイズされる。加えて、特定
の実施形態では、ユーザの過去の挙動が、サーチ結果を識別および／またはランク付けす
ることを補助するために利用され得る。
【００３７】
　例えば、ソーシャルネットワーキングシステムのユーザとして見つけられた「ジョンソ
ン」という名の３人が存在すると仮定する。サーチを要求するユーザの社会的情報が無け
れば、３人のジョンソンはすべて同様に、ユーザが検索している人物となる可能性が高い
。１つのケースでは、ユーザの社会的情報に基づき、３人のジョンソンのうちの１人（例
えば、ジョンソン＃１）がユーザの友達であってもよく、他の２人がそうではないと仮定
する。この場合、ジョンソン＃１は、ユーザが知らない人ではなくユーザの友達を検索し
ている可能性が高いので、他の２人のジョンソンより高くランク付けされ得る。さらに、
他の２人のジョンソンは、ユーザのサーチ結果として選択され得ない。別のケースでは、
２人のジョンソン（例えば、ジョンソン＃１とジョンソン＃２）が両方ともユーザの友達
であるがジョンソン＃１はユーザに直接接続され（例えば、グラフにおいて、ユーザとジ
ョンソン＃１をそれぞれ表す２つのノード間にエッジが存在する）、ジョンソン＃２はユ
ーザに間接的に接続される（例えば、グラフに基づいて１つまたは複数の他のノードを通
じて接続される）、または、ユーザはジョンソン＃２よりジョンソン＃１とより多くまた
はより頻繁に連絡を取ったと仮定する。この場合、ジョンソン＃１とジョンソン＃２の両
方は一組のサーチ結果中に含まれ得るが、ジョンソン＃１はジョンソン＃２より高くラン
ク付けされ得る。
【００３８】
　別の例として、その名称中に単語「ジョンソン」を有する２つの企業、ジョンソン金物
店とジョンソン・バーベキュー・レストランが存在すると仮定する。サーチを行うために
ユーザが使用する電子デバイスは、ユーザが「ジョンソン」に関するサーチを要求した同
デバイスの位置、すなわちユーザの位置とを示す位置データ（例えば、ＧＰＳデータ）を
供給し得る。１つのケースでは、ジョンソン・バーベキュー・レストランはユーザの位置
に近く、一方ジョンソン金物店は遠く離れていると仮定する。この場合、ジョンソン・バ
ーベキュー・レストランは、ユーザが近くの会社を検索している可能性が高いので、ジョ
ンソン金物店がより高くランク付けされ得る。別のケースでは、ユーザが過去にジョンソ
ン・バーベキュー・レストランを訪れていたが、ジョンソン金物店には一度も訪れていな
かったと仮定する。この場合、ジョンソン・バーベキュー・レストランもまた、ユーザが
過去に何らかのコンタクトを有した会社を検索している可能性が高いので、ジョンソン金
物店がより高くランク付けされ得る。
【００３９】
　第３の例として、２つのイベントがそれらの記載（ジョンソンの誕生パーティとジョン
ソンシティカウンセル会議）中に単語「ジョンソン」を有していると仮定する。ユーザが
ジョンソンの誕生パーティに招待されており、招待状に肯定的に応答していれば、ジョン
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ソンの誕生パーティがジョンソンシティカウンセル会議より高くランク付けされ得る。ユ
ーザがジョンソンシティ内に住んでいなければ、ジョンソンシティカウンセル会議は恐ら
くユーザに対する関係を有しないので、サーチ結果中に全く含まれてなくてよい。ジョン
ソンの誕生パーティが土曜の夕方午後６：００に予定され、ユーザがサーチを要求した時
間が土曜の午後５：００頃であれば、ユーザがサーチを行った時間がイベントの時間にか
なり近いためユーザは出席に備えてイベントについての情報をチェックしている可能性が
高いので、この場合も、ジョンソンの誕生パーティはより高くランク付けされ得る。
【００４０】
　第４の例として、ユーザのプロファイルに基づき、ユーザがオートレースに関心がある
か、またはユーザがオートレースについてメッセージを投稿したと仮定する。１つのケー
スでは、ＮＡＳＣＡＲレースに参加するジミー・ジョンソンについてのニュース記事（例
えば、ニュースフィード）は、ユーザがこのような記事に関心があり得るので、より高く
ランク付けられ得る。別のケースでは、ジミー・ジョンソンとオートレースについて複数
のニュースフィードが存在するが、いくつかは古くいくつかは新規であると仮定する。ユ
ーザがサーチを行った時間により近い最近のニュースフィードは、古い、すなわち恐らく
陳腐化したニュースフィードよりユーザにとって関心がある可能性が高いので、古いニュ
ースフィードより高くランク付けされ得る。
【００４１】
　上記例が示すように、ユーザにより提出されたサーチクエリに応じて一組のサーチ結果
を選択およびランク付けする際、ユーザ、サーチ、またはサーチクエリに関連する利用可
能な情報が利用され得る。このような情報は、ソーシャルネットワーキングシステムに関
連してユーザのデバイス上に、または広くインターネット上になどの様々なサイトに記憶
され得る。ユーザのデバイス上において情報が既に利用可能である場合、ソーシャルネッ
トワークシステムから、またはインターネット上の当該情報を再び取得する必要はないか
もしれない。特定の実施形態では、ソーシャルネットワーキングシステムに含まれる情報
はグラフとして表されてもよく（例えば、図１に示すように）、このようなグラフは、グ
ラフ内のノード毎に、サーチを要求するユーザに対応するノードに対するその関係を示す
係数を計算するために利用され得る。この係数は一組のサーチ結果をランク付けすること
を補助するために使用され得る。特定の実施形態では、各サーチ結果はグラフ内のノード
にも対応し得る。
【００４２】
　特定の実施形態では、特定のサーチ結果が利用可能になると直ちにユーザに提示され得
る。より多くのサーチ結果が利用可能になると、それらは既存のサーチ結果に加えられ、
混合され、ユーザにも提示され得る。同時に、サーチ結果はランク付けされてもよく、高
くランク付けされたサーチ結果は低くランク付けされたサーチ結果より前にユーザに提示
されなければならない。しかし、第２のサーチ結果より前に利用可能になる第１のサーチ
結果は、必ずしも第２のサーチ結果より高くランク付けされない。特定の実施形態では、
サーチ結果をランク付けする際、ランク付け得点がサーチ結果毎に計算されてもよく、サ
ーチ結果はそれぞれのランク付け得点に基づきランク付けされる。特定の実施形態では、
各サーチ結果が利用可能になると、そのランク付け得点が計算され得る。２つのサーチ結
果間において、第１のサーチ結果が第２のサーチ結果より前に利用可能になるが、第１の
サーチ結果のランク付け得点は第２の結果のランク付け得点より低いと仮定する（これは
、それぞれのランク付け得点に基づき、第２のサーチ結果をユーザの電子デバイスの表示
画面上の第１のサーチ結果の上に提示しなければならないことを意味する）。第２のサー
チ結果が利用可能になる時間までに、第１のサーチ結果が既にユーザに提示され（すなわ
ち、ユーザの電子デバイスの表示画面上に表示されている）てもよい。特定の実施形態で
は、第２のサーチ結果が第１のサーチ結果より高くランク付けされるので、第２のサーチ
結果をユーザに提示する際、第２のサーチ結果は、第１のサーチ結果を表示画面のさらに
下へ実質的に「押し下げる」ことにより、ユーザの電子デバイスの表示画面上の第１のサ
ーチ結果の上に配置される（例えば、挿入される）。
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【００４３】
　任意選択的に、特定の実施形態は、一組中の１つまたは複数のサーチ結果のそれぞれの
ランクを、通常はより高くランク付けされるであろういくつかの他のサーチ結果より前に
ユーザに提示され得るように、押し上げ得る。特定のサーチ結果のランクを押し上げる様
々な理由が存在する。
【００４４】
　例えば、サーチツールを提供するソーシャルネットワーキングシステムはいくつかの事
業目的を達成することを望むかもしれない。サーチを要求するユーザがソーシャルネット
ワーキングウェブサイトにおける自身のアカウント内に識別された非常に少ない友達（例
えば、５人未満の友達）を有すると仮定する。ソーシャルネットワーキングシステムは、
このようなユーザに、より多くの友達を持つように奨励することを望むかもしれない。ユ
ーザがクエリ「ジョンソン」に基づきサーチを行ったときに特定位置におけるイベントに
参加していると仮定する。１つのケースでは、２人のジョンソンもまた同一のイベントに
参加していると仮定する。ジョンソン＃１はユーザの友達であり、ジョンソン＃２はユー
ザにとって知らない人である。通常、ジョンソン＃１は、ユーザが、同一のイベントに参
加しているユーザの友達を検索している可能性が高いので、ジョンソン＃２より高くラン
ク付けされるだろう。しかし、ユーザに新たな友達と出会うように奨励するために、ジョ
ンソン＃２のランクはジョンソン＃１のランクの上にブート（ｂｏｏｔ）され、したがっ
てジョンソン＃２はジョンソン＃１より前にユーザに提示される。その結果、ユーザはジ
ョンソン＃２と出会い、ジョンソン＃２とも友達になり得る。別のケースでは、「スミス
（Ｓｍｉｔｈ）」（ユーザの友達であるジョンソンの友達であるが、ユーザにとって知ら
ない人である）という名の人物もまた同一のイベントに参加していると仮定する。通常、
スミスはクエリ「ジョンソン」に対して編集された一組のサーチ結果中に含まれ得ないか
、またはスミスが、クエリ「ジョンソン」に対して編集されたサーチ結果に含まれていて
も、スミスは比較的低くランク付けされ得る。しかし、ユーザに新たな友達に出会うよう
に奨励するために、スミスのランクはいくつかの他のサーチ結果のランクの上になるよう
に押し上げられてもよく、よってかなり早くユーザに提示される。その結果、ユーザはス
ミスに出会い、彼らが共通の友達を共有することを特に考慮して、スミスと友達になり得
る。
【００４５】
　第２の例として、ソーシャルネットワーキングシステムはそのフィーチャのいくつかの
機能についてユーザを訓練したいか、またはいくつかのユーザ挙動を促進したいかもしれ
ない。１つのケースでは、サーチを要求するユーザが、ソーシャルネットワーキングウェ
ブサイトを通じて様々なオンラインゲームを使用することができることを未だ知らないと
仮定する。ユーザがクエリ「カフェ（ｃａｆｅ）」のサーチを要求すると、「カフェミス
テリ（Ｃａｆｅ　Ｍｙｓｔｅｒｙ）」という名のオンラインゲームが、ランクが押し上げ
られた状態でサーチ結果中に含まれ得る。このゲームがユーザに提示されるとき、ユーザ
は、このゲームおよび他の多くのゲームを使用することができることを学習し得る。この
ようなタイプの押し上げは、ユーザが機能に精通するか、またはいくつかの挙動パターン
を取得するまで、何回も繰り返され得る。その後、同様なタイプのサーチ結果のランクを
押し上げる必要はないであろう。
【００４６】
　第３の例として、ソーシャルネットワーキングシステムがそのウェブサイトへ新たなフ
ィーチャを最近加えたと仮定する。そのユーザの注意をこの新たなアプリケーションに向
けさせるには、ユーザがサーチを要求するときに、新たなフィーチャに関するサーチ結果
（例えば、新たなフィーチャを指し示すリンク）がサーチ結果の１つとして含まれ得る。
これは特定ユーザが既に新たなフィーチャを利用したか否かに基づき判断され得る。１つ
のケースでは、サーチを要求するユーザが新たなフィーチャを既に利用していれば、新た
なフィーチャは、ユーザが新たなフィーチャについて既に知っているので、新たなフィー
チャがサーチクエリに対する関連性がほとんどまたは全く無い場合は特に、サーチ結果中
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に含まれる必要が無いかもしれない。一方、サーチを要求するユーザが新たなフィーチャ
と相互作用したことがなければ、新たなフィーチャがサーチ結果の１つとして選択され得
る。さらに、新たなフィーチャのランク付けは、ユーザの注意を引くためにかなり早くユ
ーザに提示されるように、押し上げられ得る。
【００４７】
　特定の実施形態では、ユーザにより提供されるサーチクエリに対して編集された一組の
サーチ結果を所与として、ランク付け得点が、一組中のサーチ結果毎に計算され得る。特
定の実施形態では、ランク付け得点は、限定するものではないが、例えばサーチ結果のサ
ーチクエリに対するコンテンツ関連性のレベル、サーチまたはサーチクエリを要求するユ
ーザに対するサーチ結果の社会的関連性のレベル、サーチ結果に与えられる押し上げ量、
もしあれば（例えば、事業目的に基づき判断される）、ユーザがサーチを要求した時間ま
たは位置に対するサーチ結果が有する時間または位置の観点での接近性の程度など、多く
の要素（例えば、アルゴリズムに対する入力としての様々な要素）を考慮するアルゴリズ
ムを使用して計算され得る。アルゴリズムは、サーチ結果毎の最終ランク付け得点を判断
するためにすべての利用可能な要素（すなわち入力）を組み合わせ得る。特定の実施形態
では、ランク付け得点は０と１との間の数字に正規化され得る。
【００４８】
　一例では、一組中に含まれるソーシャルネットワーキングウェブサイトのフィーチャに
関連付けられた１つまたは複数のサーチ結果が存在し得る。特定のフィーチャを所与とし
て、ユーザがフィーチャと相互作用したことが無ければ、フィーチャに関連付けられた１
つまたは複数のサーチ結果が一組中に含まれ得る。さらに、これらのサーチ結果のランク
付けは、ユーザがそのフィーチャに気付きその後使用し得ることを期待して、これらのサ
ーチ結果がユーザにより早く提示されるように、押し上げられ得る（例えば、これらのサ
ーチ結果のそれぞれのランク付け得点を増加するランク付けアルゴリズムへ押し上げ要素
を提供することにより）。一方、ユーザが既にそのフィーチャと相互作用したことがあれ
ば、そのフィーチャに関連する特別のアクション（例えば、そのフィーチャに関連付けら
れたサーチ結果を選択するおよびそれらのランク付けを押し上げること）は必要ないかも
しれない。
【００４９】
　あるいは、特定の実施形態では、特定のフィーチャを所与として、ユーザがフィーチャ
に対して有する相互作用の量または頻度が判断され得る。例えば、ユーザがフィーチャに
対して有する相互作用のレベルは０と１の間の数字として表され得る。ユーザがフィーチ
ャとの相互作用を有しなければ、相互作用のレベルは０であり得る。一方、ユーザがフィ
ーチャを頻繁に利用すれば、相互作用のレベルは１近くであり得る。ユーザが、所与のサ
ーチクエリに対するサーチを行うことを要求すると、サーチクエリに対して編集された一
組のサーチ結果内のフィーチャに関する１つまたは複数のサーチ結果を含むべきか否かと
、含む場合にはこれらのサーチ結果のランク付けをどれだけ押し上げるべきかは、ユーザ
がフィーチャに対して有する相互作用の現在のレベルに依存し得る。例えば、ユーザがフ
ィーチャとの相互作用を有しないか、またはそのレベルが非常に低ければ、そのフィーチ
ャに関するいくつかのサーチ結果は一組中に含まれ、それらのランク付けは非常に高く押
し上げられ得る。ユーザがフィーチャとますます相互作用するにつれ、一組中に含まれる
フィーチャに関するサーチ結果の数は徐々に減少してもよく、それらのランク付けは僅か
に押し上げられるだけでよい。最終的に、ユーザがフィーチャと頻繁に相互作用すると、
フィーチャに関係するサーチ結果を一組中に含む必要はない。
【００５０】
　特定の実施形態では、押し上げ係数（例えば、０と１の間の数字）は、ユーザがフィー
チャに対して有する相互作用の現在のレベルに基づき、フィーチャに関係するサーチ結果
毎に判断され得る。この押し上げ係数は、サーチ結果毎にランク付け得点を計算する際、
入力の１つとしてランク付けアルゴリズムへ提供され得る。フィーチャに関係しないサー
チ結果については、その押し上げ係数は０（すなわち、押し上げ無し）に設定され得る。
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例えば、ユーザがフィーチャとの相互作用を有しないか、またはほとんど有しないとき、
押し上げ係数は１に近い値であり得る。ユーザがフィーチャとますます相互作用するにつ
れ、押し上げ係数は徐々に低下し得る。最終的に、ユーザがフィーチャと頻繁に相互作用
すると、押し上げ係数は０近くであり得る。
【００５１】
　特定の実施形態では、フィーチャに関係するサーチ結果を、サーチクエリに対して編集
された一組のサーチ結果中に含む際、ユーザはこのフィーチャに関心が無いことを示す選
択肢を与えられ得る。ユーザが、特定のフィーチャに関心が無いことを示せば、このユー
ザにより要求されたその後のサーチについては、このようなサーチ結果がユーザにより提
供されるサーチクエリに対する関連性がほぼ無いか、またはまったく無い場合は特に、特
定のフィーチャに関係するサーチ結果はサーチ結果として人為的には選択されない。した
がって、ユーザが、特定のフィーチャに関心が無いことを示すとき、ユーザがフィーチャ
と相互作用したことがない場合であってもフィーチャに関係するサーチ結果はサーチ結果
として人為的には選択されず、フィーチャに関係するサーチ結果がサーチ結果として選択
されるとき、それぞれのランクは人為的には押し上げられない。
【００５２】
　一例では、ユーザの過去の挙動は、入手可能な場合、どのサーチ結果がそのランクを押
し上げなければならないかを判断するためだけでなくサーチ結果を選択および／またはラ
ンク付けすることを補助するために利用され得る。特定の実施形態では、ユーザの挙動は
挙動プロファイル中に収集されてもよく、このプロファイル中に含まれる情報はサーチツ
ールによって必要に応じ利用され得る。例えば、ユーザが場所であるサーチ結果をほとん
どまたは決して選択しない（例えば、タップしない）と仮定する。これは、ユーザが場所
型サーチ結果に関心が無いことを示唆し得る。この場合、ユーザの個人的嗜好を考慮する
ために、サーチツールは、ユーザのサーチ結果を選択する際、場所型サーチ結果をほとん
どまたは全く含まなくてよい。
【００５３】
　逆に、システムは、ユーザの関心を拡大するためにユーザに様々なタイプのサーチ結果
を探索することを奨励したいかもしれない。その結果、ユーザのサーチ結果を選択する際
、サーチツールは多くの場所型サーチ結果を含み得る。さらに、場所型サーチ結果の少な
くともいくつかのランクは、ユーザの注意を引くために人為的に押し上げられ得る。同様
な戦略（例えば、ユーザは特定のサーチ結果を決して選択しない）は特定のサーチ結果に
対して適用され得る。
【００５４】
　別の例として、ユーザが、在宅時、就業時、または移動中に特定のタイプのサーチ結果
のみを選択すると仮定する。したがって、ユーザの現在位置に基づき、多くのそれら特定
のタイプのサーチ結果が含まれてもよく、適切であれば、サーチ結果のそれらのタイプの
少なくともいくつかのランクが押し上げられ得る。
【００５５】
　第３の例として、ユーザは別の特定人物に関連付けられたウェブページ（例えば、この
人物により著されたこの人物の個人的ページまたはページ群（ブログなど））を閲覧する
（例えば、読む）ことを好むかもしれないが、様々な理由により、ユーザはこの人物と直
接コミュニケーションを取らないかもしれない（例えば、ユーザが、読んだページについ
て返信またはコメントをしないかもしれない）。サーチツールに関連付けられたソーシャ
ルネットワーキングシステムは、そのユーザに情報（例えば、ウェブページのコンテンツ
）を受動的に閲覧するだけでなくそれに能動的に寄与すること（例えば、コメントを書く
、返信するなど）を奨励する事業目的を有し得る。ユーザがウェブページを閲覧するとき
、ユーザはページのコンテンツへの関心を既に示しているので喜んでこのページまたはペ
ージの著者とさらに相互作用する可能性が高い。この場合、例えば、ウェブページのラン
ク付けが押し上げられ得る。
【００５６】
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　特定の実施形態は、工程３４０に示すように、一組中の特定のサーチ結果に対してコー
ルトゥアクション要素を選択し得る。一例では、一組中の全てのサーチ結果が関連コール
トゥアクション要素を有してもよく、一方他の場合では、一組中の特定のサーチ結果だけ
が関連コールトゥアクション要素を有し得る。サーチ結果が関連コールトゥアクション要
素を有するか否か、有する場合には、特定のタイプのコールトゥアクション要素は多くの
要素に依存してもよく、本開示は任意の適用可能要素も企図する。限定するものではない
が例えば、要素は、ユーザの挙動履歴、サーチ結果がユーザに提示された時間、サーチ結
果がユーザに提示されたユーザデバイス（すなわち、ユーザ）の位置、サーチツールに関
連付けられたソーシャルネットワーキングシステムがユーザにサーチ結果により何をする
ことを奨励するか、または望ませ得るか、ソーシャルネットワーキングシステムに関連付
けられたグラフ（例えば、図１に示すグラフ１００）により表される情報、などを含み得
る。
【００５７】
　限定するものではないが例えば、電子メールを送信する、電話をかける、メッセージに
応答する、コメントを投稿する、サーチ結果をリンクする、ウェブベースアプリケーショ
ンを実行する、製品を購入する、サーチ結果のコンテンツを閲覧するなど、多くのタイプ
のコールトゥアクション要素が存在する。実際には、サーチ結果に対して行われ得るアク
ションが当該コールトゥアクション要素を生じ得る。したがって、本開示は任意の適用可
能なタイプのコールトゥアクション要素を企図する。
【００５８】
　一例では、サーチ結果は、１つのタイプの好適または適用可能なコールトゥアクション
要素にだけ関連付けられ得る。このような場合、このタイプのコールトゥアクション要素
はサーチ結果に関連付けられる可能性が高い。しかし、多くの場合サーチ結果は複数のタ
イプのコールトゥアクション要素に関連付けられ得る。このような場合、１つの特定のタ
イプのコールトゥアクション要素がサーチ結果に対して選択され、サーチ結果に関連付け
られ得る。どの特定のタイプのコールトゥアクション要素が特定のサーチ結果として好適
であるか、または適用可能であるかは、サーチ結果自体の性質またはコンテンツに依存し
得る。
【００５９】
　複数のコールトゥアクション要素に関連付けられ得るサーチ結果を所与として、特定の
実施形態は、コールトゥアクション要素と共に、サーチ結果がユーザに提示される時点で
ユーザに最も好適または好ましいと考えられる１つまたは複数のコールトゥアクション要
素を選択し得る。様々なコールトゥアクション要素は様々なユーザにとってまたは様々な
時間において好適であると考えられ得ることに留意されたい。特定の実施形態では、所与
のサーチ結果については、サーチ結果として好適であるか、または適用可能な一組のコー
ルトゥアクション要素が、利用可能な情報に基づき編集され得る。次いで、コールトゥア
クション要素は様々な要素（例えば、上述の要素）に基づきランク付けされ得る。すなわ
ち、サーチ結果にとって適切なコールトゥアクション要素を判断するために、特定の実施
形態は、サーチ結果に対する一組の好適なコールトゥアクション要素を編集するためにサ
ーチ（すなわち、サーチ結果に応じてコールトゥアクション要素の第２のサーチ）を行い
、次いで、一組中のコールトゥアクション要素をランク付けし得る。次いで、最高ランク
のコールトゥアクション要素または要素群がサーチ結果に関連付けられ得る。特定の実施
形態では、コールトゥアクション要素のランク付けは、例えば、サーチを要求するユーザ
、サーチが要求された時間および／または位置、サーチのコンテキストなどを考慮して、
サーチ結果に対する個々のコールトゥアクション要素の好適度を示し得る。
【００６０】
　特定の実施形態では、サーチ結果に対するコールトゥアクション要素を選択および／ま
たはランク付けする際、ソーシャルネットワーキングシステムに関連付けられたグラフ（
例えば、図１に示すグラフ１００）により表される情報が利用され得る。上述のように、
ユーザはソーシャルネットワーキングシステムの会員であるので、グラフ内のノードの１



(19) JP 5878633 B2 2016.3.8

10

20

30

40

50

つはユーザに対応し得る。加えて、サーチ結果もまた、グラフ内の特定のノードに対応し
得る。したがって、ユーザとサーチ結果との関係または関係群は、ユーザとサーチ結果に
それぞれ対応する２つのノードがグラフ内でどのように（例えば、直接または間接的に）
関係し得るかを調べることにより判断され得る。
【００６１】
　例えば、サーチクエリ「ジョンソン」に対して識別されたサーチ結果が、サーチを要求
するユーザの友達である「メアリ・ジョンソン」であると仮定する。さらに、メアリ・ジ
ョンソンは自宅の電話番号、職場の電話番号、モバイルフォン番号、ファックス番号、電
子メールアドレス、およびインスタントメッセージアドレスを含む利用可能ないくつかの
コンタクト情報を有すると仮定する。したがって、メアリ・ジョンソンに対し好適なコー
ルトゥアクション要素は、「自宅へ電話する」、「職場へ電話する」、「モバイルへ電話
する」、「ファックスを送信する」、「電子メールを送信する」、および「インスタント
メッセージを送信する」を含み得る。これらの様々なコールトゥアクション要素はメアリ
・ジョンソンの一組に編集され得る。一組中のコールトゥアクション要素をランク付けす
るために、ユーザのメアリ・ジョンソンとの過去の通信相互作用が分析され得る。ユーザ
がメアリ・ジョンソンと連絡を取る際にメアリ・ジョンソンのモバイルフォンに最も頻繁
に電話すれば、コールトゥアクション要素「モバイルへ電話する」が最も好適であると考
えられ、サーチ結果「メアリ・ジョンソン」に関連付けるために選択され得る。一方、ユ
ーザが、メアリ・ジョンソンと連絡を取る際、彼女へインスタントメッセージを最も頻繁
に送信すれば、コールトゥアクション要素「インスタントメッセージを送信する」が最も
好適であると考えられ、サーチ結果「メアリ・ジョンソン」に関連付けるために選択され
得る。この例が示すように、一組のコールトゥアクション要素をランク付けする際、サー
チ結果「メアリ・ジョンソン」と相互作用する際のユーザの過去の挙動パターンだけでな
くユーザのサーチ結果「メアリ・ジョンソン」との関係（すなわち社会的友達）も考慮す
べき関連要素であり得る。
【００６２】
　あるいは、メアリ・ジョンソンはユーザの個人的友達でないがユーザが関心を持つ有名
人物（例えば、女優）であると仮定する。ユーザとメアリ・ジョンソンとの関係は上記例
とは異なるので、メアリ・ジョンソンがサーチクエリ「ジョンソン」に対するサーチ結果
として識別されると、サーチ結果「メアリ・ジョンソン」に対し好適なコールトゥアクシ
ョン要素もまた異なり得る。この例では、ユーザはメアリ・ジョンソンのコンタクト情報
を有し得ない。その代りに、適用可能なコールトゥアクション要素は、「メアリ・ジョン
ソンについてのヘッドラインニュースを読む」、「メアリ・ジョンソンの最新の映画のチ
ケットを購入する」、「メアリ・ジョンソンの写真を閲覧する」、「メアリ・ジョンソン
の公式ウェブサイトへ行く」、「メアリ・ジョンソンファンクラブに加入する」を含み得
る。ユーザがメアリ・ジョンソンについてのニュース記事を頻繁に読んだことがあれば、
コールトゥアクション要素「メアリ・ジョンソンについてのヘッドラインニュースを読む
」が最高ランクのコールトゥアクション要素と考えられ、サーチ結果「メアリ・ジョンソ
ン」に関連付けられ得る。一方、ユーザがサーチを要求した日にリリースされたメアリ・
ジョンソン主演の新たな映画があれば、「チケットを購入する」コールトゥアクション要
素がより高くランク付けされサーチ結果「メアリ・ジョンソン」に関連付けられ得る。こ
の場合、ユーザがサーチを要求した時間がコールトゥアクション要素のランク付けに影響
を与え得る。
【００６３】
　一例では、サーチツールに関連付けられたソーシャルネットワーキングシステムの目的
が、コールトゥアクション要素の選択および／またはランク付けに影響を与え得る。第３
の例として、ソーシャルネットワーキングシステムが、そのウェブサイトにおいてソーシ
ャルネットワーキングシステムにより後援される新たなウェブベースアプリケーションを
促進したいと仮定する。したがって、このウェブベースアプリケーションは、サーチクエ
リに対して識別された一組のサーチ結果中に含まれ得る。加えて、ウェブベースアプリケ
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ーションのランク付けは上述のように押し上げられ得る。ウェブベースアプリケーション
に対して選択され、およびそれに関連付けられたコールトゥアクション要素は、ユーザが
、ウェブベースアプリケーションの隣に表示された「起動する」コールトゥアクション要
素をクリックすることによりウェブベースアプリケーションを好都合に使用し始め得るよ
うに、「アプリケーションを起動する」であり得る。この例が示すように、コールトゥア
クション要素のランク付けは、上述のように、サーチ結果のランク付けを押し上げること
と同様な手法で人為的に押し上げられ得る。すなわち、一例では、サーチツール（例えば
、ソーシャルネットワーキングシステム）のプロバイダは、特定のコールトゥアクション
要素を好む（例えば、その事業目的に基づき）かもしれなく、したがって、サービスプロ
バイダにより好まれるこれらコールトゥアクション要素が選択され他のコールトゥアクシ
ョン要素の上にサーチ結果に関連付けられ得るように、その好ましいコールトゥアクショ
ン要素のランクを他のコールトゥアクション要素の上に押し上げることを選択し得る。
【００６４】
　一例では、サーチが行われる時間および／またはサーチを要求する際にユーザが存在す
る位置が、コールトゥアクション要素の選択および／またはランク付けに影響を与え得る
。例えば、サーチ結果が「ジョンソン・バーベキュー・レストラン」であると仮定する。
ジョンソン・バーベキュー・レストランに関連付けられ得る好適なコールトゥアクション
要素は、「チェックインする」、「“いいね！”する」、および「予約する」を含み得る
。ユーザがサーチを要求するときにジョンソン・バーベキュー・レストランに現在居れば
（例えば、ユーザのデバイスにより提供される位置データにより示されるように）、ユー
ザがレストランの晩餐会に参加しておりチェックインしたい可能性が高いので「チェック
インする」が選択されサーチ結果に関連付けられ得る。当然、複数の要素がともに、どの
特定のコールトゥアクション要素が所与の時間および／または位置において所与のユーザ
に対してより好ましいかを示し得る。したがって、ユーザのカレンダーに基づき、（１）
ジョンソン・バーベキュー・レストランにおいて開催される晩餐会がある、（２）ユーザ
は晩餐会に招待された（すなわち、ユーザは招待者である）、（３）ユーザは晩餐会に参
加することに同意した（例えば、ユーザは参加の返事をした）、（４）ユーザがサーチを
要求する現在時刻は晩餐会の前後であると判断されたと仮定する。これらすべての情報要
素はサーチ結果に対するコールトゥアクション要素のランクを判断するために組み合わせ
られ得る。
【００６５】
　別の例として、ユーザは他の人とコンピュータゲーム（例えば、ウェブベースまたはデ
スクトップベースの）を行っていると仮定する。したがって、ウェブベースゲームがサー
チ結果である場合、ゲームに関連付けられ得る好適なコールトゥアクション要素は、ユー
ザがゲームに対し取り得る入力アクション（例えば、ゲーム開発者により設計された）を
含み得る。ゲームが複数のプレーヤ間の相互作用（例えば、プレーヤ同士が互いに戦う）
ゲームであると仮定する。ゲームのシナリオに基づき、プレーヤは相手を蹴るもしくは殴
る、または相手からの攻撃をかわすもしくは阻止し得る。したがって、ゲームに関連付け
られ得るコールトゥアクション要素は、「蹴る」「殴る」、「かわす」、および「阻止す
る」を含み得る。特定の実施形態では、ウェブベースゲームに関連付けられたコールトゥ
アクション要素が、ユーザに関するゲームの現在状態を考慮しながらランク付けされ得る
。例えば、ゲームおいてユーザに対して発生した最後のアクションが、別のプレーヤがユ
ーザを蹴ることであれば、このような状況ではユーザが攻撃に対して防御アクションを取
る可能性が高いので、「阻止」コールトゥアクション要素がより高くランク付けされ、ゲ
ームに関連付けられ得る。
【００６６】
　特定の実施形態では、サーチ結果に関連付けられたコールトゥアクションは状況が変化
するにつれて更新され得る。上記例では、ユーザが他のプレーヤからのキックを阻止する
ために「阻止」コールトゥアクション要素をクリックすると、ゲームに関連付けられたコ
ールトゥアクション要素は、ユーザが他のプレーヤに対して反撃動作をなすように「蹴る
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」に更新され得る。
【００６７】
　様々なゲームは様々なプレーヤアクションを有し得る。例えば、プレーヤが吸血鬼と戦
うゲームは様々な攻撃動作またはアクションを支援し得る。吸血鬼は光に敏感であるので
、これらの攻撃アクションのいくつかは日中に良好に働いてもよく、他のものは日没後良
好に働き得る。したがって、サーチが要求された現在の時刻が、どのコールトゥアクショ
ン要素がこのようなゲームに関連付けられるかに影響を与え得る。現在時刻が日中であれ
ば、日中に吸血鬼に対して良好に働く１つまたは複数のアクションが選択されゲームに関
連付けられ得る。一方、現在時刻が夕方または夜間であれば、日没後吸血鬼に対して良好
に働く１つまたは複数のアクションが選択されゲームに関連付けられ得る。
【００６８】
　特定の実施形態では、ゲームにより支援された利用可能アクションは、ユーザのデバイ
ス上に記憶され得るか、またはサーバ（例えば、ソーシャル－ネットワークシステムまた
はゲーム開発者に関連付けられたサーバ）から取得され得る。例えば、アクションは、ユ
ーザが選択すれば、ユーザのデバイスにダウンロードされ得る。次いで、不定期に、ゲー
ムが更新され、新たなアクションが利用可能になると、それらはユーザのデバイスに必要
に応じてダウンロードされ得る。
【００６９】
　これらの例が示唆するように、サーチ結果として好適または適切なコールトゥアクショ
ン要素を選択することにより、ユーザの相互作用とサーチ体験とを著しく改善し得る。例
えば、上記例の１つに説明されたように、新たにリリースされた映画の隣に「チケットを
購入する」コールトゥアクション要素を配置することにより、ユーザはユーザデバイス上
に表示されたサーチ結果から直接チケットを購入し得る。これにより、別のウェブサイト
（例えば、切符販売ウェブサイト）にナビゲートし、映画を再び検索し、次いでチケット
を購入するという煩わしさをユーザから省く。同様に、戦闘動作をウェブベースゲームに
関連付けることにより、ユーザはゲームのウェブサイトに実際に行く必要無くゲームを使
用し得る。
【００７０】
　特定の実施形態では、関連情報のすべてではないがその多くは、情報が、サーチ結果と
コールトゥアクション要素を選択およびランク付けするサーチツールに容易に利用可能と
なるように、ソーシャルネットワーキングシステムに関連付けられたグラフに組み込まれ
得る。各情報アイテムは大小にかかわらず、グラフ中のノードに対応してもよく、２つの
情報アイテム間の各関係は２つの対応ノードを接続するグラフ中のエッジに対応し得る。
したがって、グラフは情報項目だけでなくそれらの関係も含む。
【００７１】
　上に説明したように、一例では、いくつかのコールトゥアクション要素が、サーチツー
ル（例えば、ソーシャルネットワーキングシステム）のプロバイダにより好まれるかもし
れなく、したがって、これらの好ましいコールトゥアクション要素のランクは、サーチ結
果に関連付けられる他のコールトゥアクション要素の上に選択されるように、押し上げら
れ得る。特定の実施形態では、サーチ結果がソーシャルネットワーキングシステムにより
好まれるコールトゥアクション要素に関連付けられると、このサーチ結果のランクもまた
、他のサーチ結果より前にユーザに提示されるように押し上げられ得る。これにより、ユ
ーザがサーチ結果に関連付けられた好ましいコールトゥアクション要素を選択し得る公算
を増し得る。
【００７２】
　特定の実施形態は、工程３５０に示すように、それぞれのランクに従って、サーチ結果
をそのランクの順番にユーザのデバイス上に表示することによりユーザに提示し得る。
　高度なユーザデバイスは、様々なタイプのデータを記憶するのに十分な量の記憶領域を
有し得る。例えば、スマートフォンにより、ユーザのコンタクト、カレンダー予約、イベ
ント、タスクリスト、インスタントメッセージ、電子メール、ニュースフィードなどのい
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くつかはデバイス上に記憶され得る。このような情報は、デバイスがオフラインである（
すなわち、ネットワークから切断された）ときでも利用可能である。特定の実施形態では
、ユーザはデバイスがオンラインであるか（すなわちネットワークに接続されている）、
またはオフラインであるかにかかわらず自分のデバイスによりサーチを行い得る。ユーザ
がサーチを要求するときにデバイスがオンラインであれば、サーチ結果は、ユーザのデバ
イス上に記憶された情報とソーシャルネットワーキングシステムによりおよびインターネ
ット上で利用可能な情報との両方に基づき編集され得る。ユーザがサーチを要求するとき
にデバイスがオフラインであれば、サーチ結果はユーザのデバイス上に記憶された情報に
だけ基づき編集され得る。
【００７３】
　特定の実施形態では、サーチ結果は、利用可能になると直ちにユーザに提示される（例
えば、ユーザの電子デバイスの画面上に表示される）。加えて、サーチ結果はランク付け
されてもよく、高くランク付けされたサーチ結果は、低くランク付けされたサーチ結果の
上にユーザの電子デバイスの画面上に表示され得る。高くランク付けされたサーチ結果が
低くランク付けされたサーチ結果の後に利用可能になると、高くランク付けされたサーチ
結果は、低くランク付けされたサーチ結果をユーザの電子デバイスの画面上のさらに下に
押し下げることにより、低くランク付けされたサーチ結果（既に表示されている）の上に
ユーザの電子デバイスの画面上に表示され得る。
【００７４】
　一例では、ユーザは、ユーザのデバイスがオフラインである間に、サーチ処理（例えば
、サーチクエリを提出することにより）を開始し得る。しかし、サーチが行われている間
、デバイスはネットワークに接続されてオンラインとなり得る。この場合、デバイスがオ
ンラインになる前に、サーチ結果が、デバイス上にローカルに記憶された情報に基づき取
得され得る。デバイスがオンラインになった後、追加のサーチ結果がソーシャルネットワ
ーキングシステムによりおよびインターネット上で利用可能な情報から取得され得る。利
用可能になった後、新たなサーチ結果は既存のサーチ結果と混合され得る。各サーチ結果
のランクが判断され得る。サーチ結果の提示は、新たに利用可能なサーチ結果を組み込む
必要がある場合には調整され得る（例えば、いくつかの新たに利用可能なサーチ結果を、
ユーザのデバイスの画面上のいくつかの既存のサーチ結果の上に挿入する）。
【００７５】
　一例では、いくつかのタイプのサーチ結果（例えば、画像、ビデオなど）を文字（ｗｏ
ｒｄｓ）で説明するのが困難かもしれない。加えて、モバイル携帯デバイス上のテキスト
入力は多くの場合煩わしくかつ時間がかかる可能性がある。したがって、ユーザがこのよ
うなタイプの情報を検索したいときに十分に明確、正確、かつ記述的サーチクエリを策定
するのは困難かもしれない。例えば、インターネット上に投稿されたホワイトハウスの何
百万もの画像が存在し得る。ユーザが特定の型式の（例えば、特定の視野または角度から
の、特定の設定での、など）白い家（ホワイトハウス）の画像を見つけ出すことを望めば
、ユーザが検索しているホワイトハウスの画像のタイプを明確かつ正確に記述するために
ユーザが文字でサーチクエリを策定することは困難かもしれない。一方、ユーザがサーチ
クエリとして「ホワイトハウス」を単に使用すれば、ユーザが探している画像のタイプで
はない極めて多くの画像がサーチ結果として含まれ得るが、ユーザはこれらのすべてをフ
ィルタにかけなければならなく、これは非常に時間がかかり得る。
【００７６】
　ユーザのサーチ体験をさらに改善するために、特定の実施形態は、ユーザがサーチツー
ルにアクセスすると直ちに、かつユーザが任意のサーチクエリをサーチツールに提出する
前に、一組のサーチ結果をユーザに示唆し得る。これらの示唆されたサーチ結果は、ユー
ザに関する既知の情報に基づき編集およびランク付けされ得る。図４に、ユーザが任意の
サーチクエリを提供する前に一組のサーチ結果をユーザに示唆するための例示的な方法を
示す。ユーザは、電話番号、電子メールアドレス、または他のコンタクト情報などのいく
つかの特定情報を見つけ出すためにサーチツール（例えば、ソーシャルネットワーキング
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システムにより提供されるサーチツール）を使用したいと仮定する。ユーザは、工程４１
０に示すように、ユーザデバイス（例えば、ネットブックコンピュータまたはモバイルフ
ォンなどのモバイル機器）上のサーチツールを呼び出すか、または実行することによりサ
ーチツールにアクセスし得る。通常、サーチツールは、図２Ａ～図２Ｃに示されるユーザ
インタフェース２００などのユーザインタフェースを提供する。ユーザインタフェースは
、ユーザにサーチクエリを入力し、および提出できるようにする入力フィールド２１０と
サーチ結果を表示するための出力フィールド２３０とを含み得る。ユーザデバイス上のサ
ーチツールを実行することにより、サーチツールにより提供されるユーザインタフェース
をユーザデバイス上に表示させ得る。
【００７７】
　特定の実施形態では、ユーザが任意のサーチクエリをサーチツールに入力し、および提
出する（例えば、入力フィールド２１０を通じて）前に、実際には、ユーザが入力フィー
ルド２１０中に単一文字をタイプする前に、工程４２０に示すように、一組のサーチ結果
が、ユーザに関する既知の情報に基づきユーザに対して編集され得る。特定の実施形態で
は、サーチ結果のいくつかは、上述のように選択され得る適切なコールトゥアクション要
素に関連付けられ得る。上述したように、サーチ処理は、１つまたは複数のリモートソー
スからサーチ結果を取得する前にまたは取得すると同時に、ローカルに記憶された結果に
アクセスし、および提示し得る。
【００７８】
　ユーザがサーチツールにアクセスした時点で、ユーザに関する既知の様々な種類の情報
が存在する。例えば、ユーザがサーチツールにアクセスしたという事実は実質的に、ユー
ザが情報を探していることを示唆する。したがって、ユーザが関心を持ち得るあるサーチ
結果をユーザに示唆することは適切な応答である。ユーザにより使用されるユーザデバイ
スから、ユーザがサーチツールにアクセスした時間が判断され得る。加えて、ユーザがサ
ーチツールにアクセスした時点のユーザデバイスの位置（ユーザの位置を意味する）が判
断され得る。例えば、ユーザデバイスがモバイルフォンであれば、電話の無線信号は電話
の、したがってユーザの位置を判断する（例えば、信号を三角測量することにより）ため
に利用され得る。ユーザデバイスが位置センサ（例えば、ＧＰＳセンサ）を有すれば、セ
ンサデータはデバイスの、したがってユーザの位置を判断するために利用され得る。
【００７９】
　さらに、ユーザの識別子が（例えば、ユーザデバイスの識別子から）判断され得る。し
たがって、ユーザに関する様々な情報がアクセスおよび分析され得る。例えば、ユーザが
ソーシャルネットワーキングウェブサイトの会員であれば、ソーシャルネットワーキング
ウェブサイトにより記憶されたユーザに関する情報、限定するものではないが例えば、ユ
ーザの人口統計的情報、ソーシャル（社会的な）コネクション（例えば、家族、友達、同
僚など）、ソーシャルカレンダーおよびイベント、趣味および関心などが存在し得る（例
えば、ユーザのプロファイルまたはアカウント設定内に）。加えて、ユーザにより行われ
た過去のアクション（例えば、ユーザデバイスに関連して行われたアクション）がログ記
録され記憶されてもよく、各アクションは、いつ当該アクションが行われたかを示すタイ
ムスタンプと他の関連情報とに関連付けられ得る。特定の実施形態では、これらのアクシ
ョン履歴はユーザの挙動パターンを構築するために編集され得る。例えば、挙動パターン
は、通常ユーザは木曜日の夕方に外食し、土曜日の朝に両親に電話し、日曜日の午後に子
供を連れて地元の劇場で映画を観賞することなどを示し得る。いくつかの実施態様により
、ソーシャルネットワーキングウェブサイトは利用可能な情報すべてをグラフ（図１に示
すような）中に記憶し得る。ソーシャルネットワーキングウェブサイトは多くの会員を有
してもよく、すべての会員についての情報はグラフ中に編集および記憶され得ることに留
意されたい。
【００８０】
　特定の実施形態では、一組の示唆されたサーチ結果が様々な判定基準に基づきランク付
けされ得る。特定の実施形態では、ユーザが任意のサーチクエリを入力する前に編集され
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た一組の示唆されたサーチ結果のランク付けは、ユーザにより提供されるサーチクエリに
応じて編集されるサーチ結果の組のランク付けとは異なり得る。一組の示唆されたサーチ
結果内には、サーチクエリとしてテキストキーワードを使用してランク付けまたは見つけ
るのが困難な写真または映像などの特定のサーチ結果が存在し得る。特定の実施形態では
、このようなサーチ結果が一組の示唆されたサーチ結果（すなわち、サーチクエリ無しに
編集された一組のサーチ結果）に含まれているとき、このようなサーチ結果のランク付け
は上げられ得る。一方、このようなサーチ結果が、サーチクエリに応じて編集されたサー
チ結果の組に含まれているとき、それらのランク付けは比較的低い（例えば、人為的には
上げられない）かもしれない。
【００８１】
　特定の実施形態では、ソーシャルネットワーキングウェブサイトのユーザまたはユーザ
群について既知の情報はユーザモデルを構築するために利用され得る。一例では、異なる
モデルがユーザ個人毎に構築され得る。特定ユーザのモデルは、そのユーザに関する既知
の情報（例えば、ユーザのプロファイル、挙動パターン、ソーシャルコネクションなど）
に基づき構築されてもよく、そのユーザに一意的な特性を反映し得る。他の場合では、モ
デルはユーザのグループ（例えば、特定の年齢グループに属するユーザ、特定地域に住ん
でいるユーザ、特定分野で働くユーザ）に対して構築され得る。ユーザのグループのモデ
ルは、そのグループに属するすべてのユーザに関する既知の情報に基づき構築されてもよ
く、そのグループのユーザに共通または典型的な特性（例えば、２０～３０歳のユーザは
ポップミュージックをより好む、またはアクション映画を好み得る）を反映し得る。特定
ユーザまたはユーザのグループのいずれかのモデルを構築するために、決定木、エキスパ
ートシステム、ワードクラスタリング、統計的回帰、確率密度、確率的オートマトン、お
よび他の機械学習技術を含むがこれらに限定されない様々な技術を使用し得る。これらの
技術は、モデルについての既知情報と、ユーザおよび／またはモデルに適用可能なユーザ
からのフィードバックに基づき学習された情報との組合せであってもよい。特定の実施形
態では、ユーザに関する既知の情報（例えば、ユーザのユーザモデルおよび／またはユー
ザが属するユーザのグループのユーザモデルの形式の）は、サーチクエリがユーザにより
提供されることなく、ユーザに対する示唆として一組のサーチ結果を選択することを補助
するために利用され得る。モデルへの入力は、アクセスの時間およびユーザの識別子だけ
でなくモバイル機器からのセンサデータ（例えば、ＧＰＳデータ、携帯電話基地局（ｃｅ
ｌｌ　ｔｏｗｅｒ）データ、加速度計データなど）および通話記録を含むことができる。
例えば、ユーザがサーチツールにアクセスした時間が日曜日の午後２：００頃であれば、
ユーザが自身と子供のための特定の映画を選択することを望む可能性があるので、地元の
劇場で現在上演中の映画が一組のサーチ結果に含まれ得る。ユーザがサーチツールにアク
セスした時間が木曜日の午後６：００頃であり、ユーザデバイスの位置が繁華街内であれ
ば、ユーザは夕食のためのレストランを見つけることを望む可能性があるので、ユーザデ
バイスから徒歩圏内のレストランが一組のサーチ結果に含まれ得る。ユーザがサーチツー
ルにアクセスした時間が土曜日の午前１０：３０頃であれば、ユーザの両親の電話番号が
一組のサーチ結果に含まれ得る。加えて、電話番号は、ユーザが単一アクションにより両
親に電話し得るように（例えば、コールトゥアクションアイコンをタップすることにより
）、番号をダイヤルするためにコールトゥアクション要素に関連付けられ得る（例えば、
電話番号の隣に表示されるアイコンに表されるように）。
【００８２】
　別の例として、ユーザのソーシャルカレンダーに従って、ユーザは間もなくイベントに
参加する予定であり、ユーザがサーチツールにアクセスする時間がイベントの開始前約３
０分であると仮定する。イベントに関する情報（例えば、位置、開始時間、ユーザの現在
位置からイベントの位置までの運転方向）が一組のサーチ結果に含まれ得る。
【００８３】
　別の例として、ユーザのプロファイルは、ユーザがハイキングやサイクリングなどのア
ウトドアアクティビティに非常に関心があることを示し得る。あるいは、ユーザの過去の
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アクションは、ユーザがアウトドアアクティビティに関係するウェブサイトを頻繁に訪れ
ることを示し得る。この場合、アウトドアアクティビティに関係するウェブページ（例え
ば、ハイキングコース、バイクレースなどについての情報）またはアウトドアアクティビ
ティに関連する製品（例えば、ハイキング用ブーツ、バックパック、マウンテンバイクな
ど）についての広告が一組のサーチ結果に含まれ得る。
【００８４】
　特定の実施形態では、工程４３０に示すように、一組のサーチ結果が例えばユーザに関
する既知の情報に基づきランク付けされ得る。いくつかの実施態様により、サーチクエリ
が無く取得されたサーチ結果をランク付けするために使用されるランク付けアルゴリズム
は、上述のようにサーチクエリに応じて取得されたサーチ結果をランク付けするために使
用されるランク付けアルゴリズムとは異なり得る。例えば、上述のように、サーチクエリ
に応じて識別されたサーチ結果をランク付けする際、考慮すべき１つの要素は、サーチ結
果がサーチクエリに対して有する関連度である。しかし、サーチクエリが無く編集された
サーチ結果をランク付けする際、サーチクエリが存在しないので、サーチクエリに対する
サーチ結果の関連性が要素となる可能性は低い。その代りに、ランク付けアルゴリズムは
他の要素を考慮し得る。
【００８５】
　特定の実施形態では、過去のアクションは、ユーザのアクションに関する最近のデータ
を提供してもよく、これはどの程度最近にユーザが特定のアクションを行ったかを示し得
る。一例として、ユーザに対して編集された一組のサーチ結果に含まれる多くの画像が存
在し、最近のデータは、ユーザがウェブブラウザを利用して、オンラインで投稿された多
くの画像をブラウズしたところである（例えば、過去１０分以内に）ことを示すと仮定す
る。この場合、ユーザが多くの画像を閲覧した直後に、より多くの画像を検索することを
望む可能性は低いかもしれないので、ランク付けアルゴリズムは、一組のサーチ結果に含
まれた画像のランクを下げ得る。逆に、ユーザは特に探している画像を未だ見つけておら
ず、したがってサーチツールを利用してそれらを検索することを判断した可能性があるの
で、ランク付けアルゴリズムは一組のサーチ結果に含まれた画像のランクを上げることを
選択し得る。
【００８６】
　別の例として、一組のサーチ結果に含まれたニュースフィードからのニュース記事が存
在すると仮定する。ユーザの過去のアクションの記録がユーザは既に特定のニュース記事
を読んだことを示せば、このニュース記事は一組のサーチ結果から排除されてもよく、ま
たは、ニュース記事が一組のサーチ結果の中に依然として含まれていれば、ニュース記事
のランクは下げられ得る。ユーザの挙動パターンがユーザはニュースフィードを毎日何度
も読むことを示せば、一組のサーチ結果に含まれたニュース記事（特に、ユーザが未だ読
んでいないニュース記事）のランクが押し上げられ得る。
【００８７】
　別の例として、一組のサーチ結果はユーザが最近受信した多くの電子メールメッセージ
を含むと仮定する。ユーザがサーチツールにアクセスした時間が平日の通常業務時間中で
あれば、ユーザの同僚によって送信された電子メールメッセージは、ユーザの友達によっ
て送信された電子メールメッセージより高くランク付けされ得る。一方、ユーザがサーチ
ツールにアクセスした時間が週末の夕方であれば、ユーザの友達によって送信された電子
メールメッセージはユーザの同僚によって送信された電子メールメッセージより高くラン
ク付けされ得る。
【００８８】
　工程４４０に示すように、サーチ結果はそれぞれのランクに従ってユーザに提示され（
例えば、ユーザデバイス上の出力フィールド２３０内に表示され）得る。いくつかの実施
形態では、ユーザがサーチツールにアクセスすると直ちに、およびユーザインタフェース
がユーザデバイス上に当初表示されるとき、ユーザインタフェース内に含まれた出力フィ
ールドは示唆されたサーチ結果により既に埋められている。すなわち、サーチツールのユ
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ーザインタフェースがユーザに最初に提示されると、ユーザインタフェースは、ユーザに
関する既知の情報に基づき編集され、およびランク付けされたサーチ結果であって示唆さ
れたサーチ結果を既に含む。次いで、ユーザは、提示されたサーチ結果の任意のサーチ結
果と相互作用する選択肢を有する（例えば、ユーザは通常、サーチクエリに応じて識別さ
れたサーチ結果と相互作用する）または、ユーザインタフェースに含まれた入力フィール
ド内にサーチクエリを入力する（例えば、ユーザが、示唆されたサーチ結果が有用である
とは思わない場合）。
【００８９】
　ユーザがサーチクエリをサーチツールに入力し、および提出することを選択すれば、図
３に関連して上に説明したように、サーチツールは提出されたサーチクエリに応じて新た
な一組のサーチ結果を編集し得る。新たな一組のサーチ結果はユーザインタフェースに含
まれた出力フィールド内に表示されてもよく、サーチ結果の初期設定を置換する。いくつ
かの実施態様により、支援された「タイプアヘッド」フィーチャにより、ユーザがユーザ
インタフェースに含まれた入力フィールド内にサーチクエリの文字を入力し始めると直ち
に、サーチツールは、サーチ結果の初期設定を置換するために、これまで入力された文字
に応じて、新たなサーチ結果を編集し得る。
【００９０】
　いくつかの実施態様により、一貫性のあるサーチ体験をユーザに提供するために、各一
組のサーチ結果は、サーチクエリ無しに編集されたか否かにかかわらず（例えば、ユーザ
が任意のサーチクエリを提出する前に）、またはユーザにより提出されたサーチクエリに
応じて、複数組のサーチ結果がすべて同一または同様な外観と雰囲気を有するように、同
一または同様な形式またはレイアウトで提示される。ユーザは、どのように一組のサーチ
結果が取得されるかを気にする必要はなく、その代りに、ユーザが探している特定のサー
チ結果を見つけ出すことに専念できる。
【００９１】
　いくつかの実施態様により、サーチツールは、一旦サーチクエリが入力されると異なる
組のサーチ結果を編集するために任意のサーチクエリを入力する前に、インタフェースを
利用してユーザの挙動を考慮し得る。例えば、サーチクエリを入力する前に、示唆された
サーチ結果のリストを下にスクロールするユーザは、直ちにタイプし始めるユーザとは異
なる情報を閲覧する（例えば、示唆されたいずれのサーチ結果を精査することにも煩わさ
れること無しに）。サーチツールは、リストを下にスクロールしたユーザが閲覧したサー
チ結果を再ランク付けし、カテゴリにより制限し、または隠し得る。
【００９２】
　上述のサーチツール機能（例えば、サーチ結果を識別し、ランク付けし、押し上げる）
は、実行されるとプログラム可能プロセッサに上述の動作を実施させるコンピュータ可読
記憶媒体上に記憶された一連の命令として実施され得る。図５には、例示的コンピュータ
システム５００を示す。特定の実施形態では、１つまたは複数のコンピュータシステム５
００は、本明細書に記載され、または図示された１つまたは複数の方法の１つまたは複数
の工程を行う。特定の実施形態では、１つまたは複数のコンピュータシステム５００は本
明細書に記載され、または図示された機能を提供する。特定の実施形態では、１つまたは
複数のコンピュータシステム５００上で動作するソフトウェアは、本明細書に記載され、
または図示された１つまたは複数の方法の１つまたは複数の工程を行うか、または本明細
書に記載され、または図示された機能を提供する。特定の実施形態は、１つまたは複数の
コンピュータシステム５００の１つまたは複数の部分を含む。
【００９３】
　本開示は、任意の好適な数のコンピュータシステム５００を企図する。本開示は、任意
の好適な物理的形式であるコンピュータシステム５００を企図する。制約条件としてでは
なく一例として、コンピュータシステム５００は、組込コンピュータシステム、システム
オンチップ（ＳＯＣ：ｓｙｓｔｅｍ－ｏｎ－ｃｈｉｐ）、シングルボードコンピュータシ
ステム（ＳＢＣ：ｓｉｎｇｌｅ－ｂｏａｒｄ　ｃｏｍｐｕｔｅｒ　ｓｙｓｔｅｍ）（例え
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ば、コンピュータオンモジュール（ＣＯＭ：ｃｏｍｐｕｔｅｒ－ｏｎ－ｍｏｄｕｌｅ）ま
たはシステムオンモジュール（ＳＯＭ：ｓｙｓｔｅｍ－ｏｎ－ｍｏｄｕｌｅ）など）、デ
スクトップコンピュータシステム、ラップトップまたはノートブックコンピュータシステ
ム、双方向型キオスク、メインフレーム、コンピュータシステムのメッシュ、携帯電話、
携帯情報端末（ＰＤＡ）、サーバ、またはこれらの２つ以上の組合せであり得る。適切な
場合には、コンピュータシステム５００は１つまたは複数のコンピュータシステム５００
を含み、単一または分散型であり、複数の位置に広がり、複数の機械デバイスに広がり、
または１つまたは複数のネットワーク内に１つまたは複数のクラウドコンポーネントを含
み得るクラウド内に存在し得る。適切な場合には、１つまたは複数のコンピュータシステ
ム５００は、ほぼ空間的または時間的制限無しに、本明細書に記載され、または図示され
た１つまたは複数の方法の１つまたは複数の工程を行い得る。制約条件としてではなく一
例として、１つまたは複数のコンピュータシステム５００は、リアルタイムでまたはバッ
チモードで、本明細書に記載され、または図示された１つまたは複数の方法の１つまたは
複数の工程を行い得る。１つまたは複数のコンピュータシステム５００は、適切な場合、
本明細書に記載され、または図示された１つまたは複数の方法の１つまたは複数の工程を
様々な時間にまたは様々な位置で行い得る。
【００９４】
　特定の実施形態では、コンピュータシステム５００は、プロセッサ５０２、メモリ５０
４、ストレージ５０６、入出力（Ｉ／Ｏ）インタフェース５０８、通信インタフェース５
１０、バス５１２を含む。本開示は特定の配置における特定の数の特定部品を有する特定
のコンピュータシステムについて説明し図示するが、本開示は任意の好適な配置における
任意の好適な数の任意の好適な部品を有する任意の好適なコンピュータシステムを企図す
る。
【００９５】
　特定の実施形態では、プロセッサ５０２は、コンピュータプログラムを構成するような
命令を実行するためのハードウェアを含む。制約条件としてではなく一例として、命令を
実行するために、プロセッサ５０２は、内部レジスタ、内部キャッシュ、メモリ５０４、
またはストレージ５０６から命令を取り出し（またはフェッチし）、それらを復号化し実
行し、次いで、１つまたは複数の結果を内部レジスタ、内部キャッシュ、メモリ５０４、
またはストレージ５０６へ書き込み得る。特定の実施形態では、プロセッサ５０２は、デ
ータ、命令、またはアドレス用の１つまたは複数の内部キャッシュを含み得る。本開示は
、適切な場合、任意の好適な数の任意の好適な内部キャッシュを含むプロセッサ５０２を
企図する。制約条件としてではなく一例として、プロセッサ５０２は、１つまたは複数の
命令キャッシュ、１つまたは複数のデータキャッシュ、１つまたは複数の変換索引バッフ
ァ（ＴＬＢ：ｔｒａｎｓｌａｔｉｏｎ　ｌｏｏｋａｓｉｄｅ　ｂｕｆｆｅｒ）を含み得る
。命令キャッシュ内の命令はメモリ５０４またはストレージ５０６内の命令の複製であっ
てもよく、命令キャッシュはプロセッサ５０２によるそれらの命令の取り出しを早め得る
。データキャッシュ内のデータは、プロセッサ５０２において実行して作用する命令用の
メモリ５０４またはストレージ５０６内のデータの複製、プロセッサ５０２において実行
するその後の命令によるアクセスのためにまたはメモリ５０４またはストレージ５０６に
書き込むためにプロセッサ５０２において実行された以前の命令の結果、または他の好適
なデータであり得る。データキャッシュはプロセッサ５０２による読み取りまたは書き込
み動作を早め得る。ＴＬＢは、プロセッサ５０２の仮想アドレス変換を早め得る。特定の
実施形態では、プロセッサ５０２は、データ、命令、またはアドレス用の１つまたは複数
の内部レジスタを含み得る。本開示は、適切な場合、任意の好適な数の任意の好適な内部
レジスタを含むプロセッサ５０２を企図する。適切な場合、プロセッサ５０２は１つまた
は複数の演算装置（ＡＬＵ）を含み、マルチコアプロセッサであり、または１つまたは複
数のプロセッサ５０２を含み得る。本開示は特定のプロセッサについて説明し図示するが
、本開示は任意の好適なプロセッサを企図する。
【００９６】
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　特定の実施形態では、メモリ５０４は、プロセッサ５０２が実行する命令またはプロセ
ッサ５０２が作用するデータ用のメインメモリを含む。制約条件としてではなく一例とし
て、コンピュータシステム５００は、命令をストレージ５０６または別のソース（例えば
、別のコンピュータシステム５００など）からメモリ５０４へロードし得る。次いで、プ
ロセッサ５０２は命令をメモリ５０４から内部レジスタまたは内部キャッシュへロードし
得る。命令を実行するために、プロセッサ５０２は内部レジスタまたは内部キャッシュか
ら命令を取り出し、それらを復号し得る。命令の実行中または実行後、プロセッサ５０２
は１つまたは複数の結果（中間または最終結果であり得る）を内部レジスタまたは内部キ
ャッシュへ書き込み得る。次いで、プロセッサ５０２はそれらの結果の１つまたは複数を
メモリ５０４に書き込み得る。特定の実施形態では、プロセッサ５０２は、１つまたは複
数の内部レジスタまたは内部キャッシュ内またはメモリ５０４内の命令だけを実行し（ス
トレージ５０６または他のどこかとは対照的に）、１つまたは複数の内部レジスタまたは
内部キャッシュ内またはメモリ５０４内のデータだけに作用する（ストレージ５０６また
は他のどこかとは対照的に）。１つまたは複数のメモリバス（それぞれアドレスバスとデ
ータバスを含み得る）はプロセッサ５０２をメモリ５０４に結合し得る。バス５１２は以
下に述べるように１つまたは複数のメモリバスを含み得る。特定の実施形態では、１つま
たは複数のメモリ管理ユニット（ＭＭＵ：ｍｅｍｏｒｙ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｕｎｉ
ｔ）はプロセッサ６０２とメモリ５０４間に存在し、プロセッサ５０２により要求される
メモリ５０４へのアクセスを容易にする。特定の実施形態では、メモリ５０４はランダム
アクセスメモリ（ＲＡＭ）を含む。このＲＡＭは、適切な場合、揮発性メモリであり得る
。適切な場合、このＲＡＭはダイナミックＲＡＭ（ＤＲＡＭ）またはスタティックＲＡＭ
（ＳＲＡＭ）であり得る。さらに、適切な場合、このＲＡＭはシングルポートまたはマル
チポートＲＡＭであり得る。本開示は任意の好適なＲＡＭを企図する。メモリ５０４は、
適切な場合、１つまたは複数のメモリ５０４を含み得る。本開示は特定のメモリについて
説明し図示するが、本開示は任意の好適なメモリを企図する。
【００９７】
　特定の実施形態では、ストレージ５０６はデータまたは命令用の大容量記憶装置を含む
。制約条件としてではなく一例として、ストレージ５０６は、ＨＤＤ、フロッピー（登録
商標）ディスクドライブ、フラッシュメモリ、光ディスク、光磁気ディスク、磁気テープ
、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）ドライブ、またはこれらの２つ以上の組合せを含
み得る。ストレージ５０６は、適切な場合、着脱可能または着脱不能（すなわち固定）媒
体を含み得る。ストレージ５０６は、適切な場合、コンピュータシステム５００内にまた
はコンピュータシステム５００外に存在し得る。特定の実施形態では、ストレージ５０６
は不揮発性ソリッドステートメモリである。特定の実施形態では、ストレージ５０６は読
み出し専用メモリ（ＲＯＭ）を含む。適切な場合、このＲＯＭは、マスクプログラムＲＯ
Ｍ、プログラマブルＲＯＭ（ＰＲＯＭ）、消去可能ＰＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ）、電気的消去
可能ＰＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）、電気的消去再書き込み可能ＲＯＭ（ＥＡＲＯＭ：ｅｌｅ
ｃｔｒｉｃａｌｌｙ　ａｌｔｅｒａｂｌｅ　ＲＯＭ）、またはフラッシュメモリ、または
これらの２つ以上の組合せであり得る。本開示は、任意の好適な物理的形式である大容量
ストレージ５０６を企図する。ストレージ５０６は、適切な場合、プロセッサ５０２とス
トレージ５０６間の通信を容易にする１つまたは複数の記憶制御機構を含み得る。適切な
場合、ストレージ５０６は１つまたは複数のストレージ５０６を含み得る。本開示は特定
の記憶装置について説明し図示するが、本開示は任意の好適な記憶装置を企図する。
【００９８】
　特定の実施形態では、Ｉ／Ｏインタフェース５０８は、コンピュータシステム５００と
１つまたは複数のＩ／Ｏデバイス間の通信のための１つまたは複数のインタフェースを提
供するハードウェア、ソフトウェア、またはその両方を含む。コンピュータシステム５０
０は、適切な場合、これらのＩ／Ｏデバイスの１つまたは複数を含み得る。これらのＩ／
Ｏデバイスの１つまたは複数は、人とコンピュータシステム５００間の通信を可能にし得
る。制約条件としてではなく一例として、Ｉ／Ｏデバイスは、キーボード、キーパッド、
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マイクロホン、モニタ、マウス、プリンタ、スキャナ、スピーカ、スチールカメラ、スタ
イラス、タブレット、タッチスクリーン、トラックボール、ビデオカメラ、他の好適なＩ
／Ｏデバイス、またはこれらの２つ以上の組合せを含み得る。Ｉ／Ｏデバイスは１つまた
は複数のセンサを含み得る。本開示は任意の好適なＩ／Ｏデバイスと任意の好適なＩ／Ｏ
インタフェース５０８を企図する。適切な場合、Ｉ／Ｏインタフェース５０８は、プロセ
ッサ５０２がこれらのＩ／Ｏデバイスの１つまたは複数を駆動できるようにする１つまた
は複数のデバイスまたはソフトウェアドライバを含み得る。Ｉ／Ｏインタフェース５０８
は、適切な場合、１つまたは複数のＩ／Ｏインタフェース５０８を含み得る。本開示は特
定のＩ／Ｏインタフェースについて説明し図示するが、本開示は任意の好適なＩ／Ｏイン
タフェースを企図する。
【００９９】
　特定の実施形態では、通信インタフェース５１０は、コンピュータシステム５００と１
つまたは複数の他のコンピュータシステム５００または１つまたは複数のネットワークと
の間の通信（例えば、パケットベースの通信など）のための１つまたは複数のインタフェ
ースを提供するハードウェア、ソフトウェアまたはその両方を含む。制約条件としてでは
なく一例として、通信インタフェース５１０は、イーサネット（登録商標）または他の有
線ベースのネットワークと通信するためのネットワークインタフェース制御装置（ＮＩＣ
：ｎｅｔｗｏｒｋ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）またはネットワークア
ダプタ、またはＷＩ－ＦＩネットワークなどの無線ネットワークと通信するための無線Ｎ
ＩＣ（ＷＮＩＣ）または無線アダプタを含み得る。本開示は、任意の好適なネットワーク
と任意の好適な通信インタフェース５１０を企図する。制約条件としてではなく一例とし
て、コンピュータシステム５００は、アドホックネットワーク、パーソナルエリアネット
ワーク（ＰＡＮ）、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、広域ネットワーク（ＷＡＮ
）、メトロポリタンエリアネットワーク（ＭＡＮ）、インターネットの１つまたは複数の
部分、またはこれらの２つ以上の組合せと通信し得る。これらのネットワークの１つまた
は複数のネットワークの１つまたは複数の部分は有線または無線であり得る。一例として
、コンピュータシステム５００は、無線ＰＡＮ（ＷＰＡＮ）（例えば、ブルートゥースＷ
ＰＡＮなど）、ＷＩ－ＦＩネットワーク、ＷＩ－ＭＡＸネットワーク、携帯電話ネットワ
ーク（例えば、グローバル移動体通信システム（ＧＳＭ（登録商標）：Ｇｌｏｂａｌ　Ｓ
ｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）ネットワークなど
）、他の好適な無線ネットワーク、またはこれらの２つ以上の組合せと通信し得る。コン
ピュータシステム５００は、適切な場合、これらのネットワークのうちの任意のネットワ
ークの任意の好適な通信インタフェース５１０を含み得る。通信インタフェース５１０は
、適切な場合、１つまたは複数の通信インタフェース５１０を含み得る。本開示は特定の
通信インタフェースについて説明し図示するが、本開示は任意の好適な通信インタフェー
スを企図する。
【０１００】
　特定の実施形態では、バス５１２は、コンピュータシステム５００のコンポーネントと
互いに結合するハードウェア、ソフトウェア、またはその両方を含む。制約条件としてで
はなく一例として、バス５１２は、アクセラレイテッドグラフィックポート（Ａｃｃｅｌ
ｅｒａｔｅｄ　Ｇｒａｐｈｉｃｓ　Ｐｏｒｔ：ＡＧＰ）または他のグラフィックバス、強
化型業界標準アーキテクチャ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｉｎｄｕｓｔｒｙ　Ｓｔａｎｄａｒｄ
　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ：ＥＩＳＡ）バス、フロントサイドバス（ＦＳＢ）、ハイパ
ートランスポート（ＨＹＰＥＲＴＲＡＮＳＰＯＲＴ：ＨＴ）相互接続、業界標準アーキテ
クチャ（ＩＳＡ）バス、インフィニバンド（ＩＮＦＩＮＩＢＡＮＤ）相互接続、ローピン
カウント（ｌｏｗ－ｐｉｎ－ｃｏｕｎｔ：ＬＰＣ）バス、メモリバス、マイクロチャネル
アーキテクチャ（Ｍｉｃｒｏ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ：ＭＣＡ）バ
ス、周辺部品相互接続（ＰＣＩ：Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｉｎｔｅ
ｒｃｏｎｎｅｃｔ）バス、ＰＣＩ－エックス：ＰＣＩ－エクスプレス（ＰＣＩ－Ｘ：ＰＣ
Ｉ－Ｅｘｐｒｅｓｓ）バス、シリアルアドバンストテクノロジアタッチメント（ＳＡＴＡ
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：ｓｅｒｉａｌ　ａｄｖａｎｃｅｄ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　ａｔｔａｃｈｍｅｎｔ）バ
ス、ビデオ電子装置規格化協会ローカル（ＶＬＢ：Ｖｉｄｅｏ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ
　Ｓｔａｎｄａｒｄｓ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ　ｌｏｃａｌ）バス、他の好適なバス、
またはこれらの２つ以上の組合せを含み得る。バス５１２は適切な場合１つまたは複数の
バス５１２を含み得る。本開示は特定のバスについて説明し図示するが、本開示は任意の
好適なバスまたは相互接続を企図する。
【０１０１】
　本明細書では、コンピュータ可読記憶媒体への参照は、１つまたは複数の非一時的、有
形、コンピュータ可読記憶媒体処理構造を包含する。制約条件としてではなく一例として
、コンピュータ可読記憶媒体は、適切な場合、半導体ベースまたは他の集積化回路（ＩＣ
）（例えば、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ：ｆｉｅｌｄ－ｐｒｏｇ
ｒａｍｍａｂｌｅ　ｇａｔｅ　ａｒｒａｙ）または特定用途ＩＣ（ＡＳＩＣ：ａｐｐｌｉ
ｃａｔｉｏｎ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＩＣ）など）、ハードディスク、ＨＤＤ、ハイブリッ
ドハードディスクドライブ（ＨＨＤ：ｈｙｂｒｉｄ　ｈａｒｄ　ｄｒｉｖｅ）、光ディス
ク、光ディスクドライブ（ＯＤＤ）、光磁気ディスク、光磁気ドライブ、フロッピー（登
録商標）ディスク、フロッピー（登録商標）ディスクドライブ（ＦＤＤ）、磁気テープ、
ホログラフィック記憶媒体、ソリッドステートドライブ（ＳＳＤ）、ＲＡＭドライブ、セ
キュアデジタル（ＳＥＣＵＲＥ　ＤＩＧＩＴＡＬ）カード、セキュアデジタルドライブ、
他の好適なコンピュータ可読記憶媒体、またはこれらの２つ以上の組み合わせを含み得る
。本明細書では、コンピュータ可読記憶媒体への参照は、合衆国法典第３５巻第１０１条
下の特許権保護を受ける資格が無い媒体を除外する。本明細書では、コンピュータ可読記
憶媒体への参照は、合衆国法典第３５巻第１０１条下の特許権保護を受ける資格が無い限
り、信号送信の一時的形式（電気的または電磁気的伝播信号自体など）を除外する。非一
時的なコンピュータ可読記憶媒体は、適切な場合、不揮発性、揮発性、または揮発性と不
揮発性との組合せであり得る。
【０１０２】
　本開示は、任意の好適な記憶装置を実装する１つまたは複数のコンピュータ可読記憶媒
体を企図する。特定の実施形態では、コンピュータ可読記憶媒体は、適切な場合、プロセ
ッサ５０２の１つまたは複数の部分（例えば、１つまたは複数の内部レジスタまたはキャ
ッシュなど）、メモリ５０４の１つまたは複数の部分、ストレージ５０６の１つまたは複
数の部分、またはこれらの組み合わせを実装する。特定の実施形態では、コンピュータ可
読記憶媒体はＲＡＭまたはＲＯＭを実装する。特定の実施形態では、コンピュータ可読記
憶媒体は揮発性または持続性メモリを実装する。特定の実施形態では、１つまたは複数の
コンピュータ可読記憶媒体はソフトウェアを具現する。本明細書では、ソフトウェアへの
参照は、適切な場合、１つまたは複数のアプリケーション、バイトコード、１つまたは複
数のコンピュータプログラム、１つまたは複数の実行ファイル、１つまたは複数の命令、
論理、マシンコード、１つまたは複数のスクリプト、またはソースコードを包含してもよ
く、逆もまた同様である。特定の実施形態では、ソフトウェアは１つまたは複数のアプリ
ケーションプログラムインタフェース（ＡＰＩ）を含む。本開示は、任意の好適なプログ
ラミング言語またはプログラミング言語の組み合わせで書かれるか、またはそうでなけれ
ば表現される任意の好適なソフトウェアを企図する。特定の実施形態では、ソフトウェア
はソースコードまたはオブジェクトコードとして表現される。特定の実施形態では、ソフ
トウェアは、例えばＣ、Ｐｅｒｌ、または好適なその拡張版などのハイレベルプログラミ
ング言語で表現される。特定の実施形態では、ソフトウェアは、アセンブリ言語（または
マシンコード）などのローレベルプログラミング言語で表現される。特定の実施形態では
、ソフトウェアはＪＡＶＡ（登録商標）、Ｃ、またはＣ＋＋で表現される。特定の実施形
態では、ソフトウェアは、ハイパーテキストマークアップ言語（ＨＴＭＬ：Ｈｙｐｅｒ　
Ｔｅｘｔ　Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａｎｇｕａｇｅ）、拡張可能マークアップ言語（ＸＭＬ：Ｅ
ｘｔｅｎｓｉｂｌｅ　Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａｎｇｕａｇｅ）、または他の好適なマークアッ
プ言語で表現される。
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【０１０３】
　本明細書で、「または」は、明記しない限りまたは文脈において示されない限り、包括
的であって排他的でない。したがって本明細書では、「ＡまたはＢ」は、明記しない限り
または文脈において示されない限り「Ａ、Ｂ、または両方」を意味する。さらに、接続詞
「および」は、明記しない限りまたは文脈が示さない限り、合同と個々の両方である。し
たがって本明細書では、「ＡおよびＢ」は、明記しない限りまたは文脈が示さない限り、
「ＡとＢ合同でまたは個々に」を意味する。
【０１０４】
　本開示は、当業者が理解する本明細書の例示的実施形態に対するすべての変更、置換、
変形、代替、修正を包含する。同様に、適切な場合、添付の特許請求の範囲、当業者が理
解する本明細書の例示的実施形態に対するすべての変更、置換、変形、代替、修正を包含
する。さらに、装置またはシステムへの添付特許請求範囲内の参照、または特定機能を行
うように適合化され、配置され、特定機能を行うことができ、特定機能を行うように構成
され、特定機能を行うことができるようにされ、特定機能を行うように動作可能な、また
は特定機能を行うように動作する装置またはシステムの部品は、それがまたはその特定機
能が有効化される、オンされる、またはロック解除されるか否かにかかわらず、そしてそ
の装置、システム、または部品がそのように適合化され、構成され、行うことができ、配
置され、可能にされ、動作可能にされ、動作するようにされる限り、その装置、システム
、部品を包含する。

【図１】
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